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近
代
日
本
研
究
第
三
十
七
巻
（
二
〇
二
〇
年
度
）

特
集

慶
應
義
塾
出
身
の
経
営
者
た
ち

戦
前
期
商
社
業
界
に
お
け
る
学
閥
形
成

木

山

実

大

島

久

幸

は
じ
め
に

本
稿
の
課
題
は
、
戦
前
期
の
商
社
業
界
で
学
閥
が
存
在
し
た
の
か
に
つ
い
て
網
羅
的
な
観
察
を
行
い
、
学
閥
が
存
在
し
た
の
な

ら
ば
、
そ
の
形
成
過
程
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
か
に
し
て
そ
れ
が
形
成
さ
れ
た
の
か
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
節
で
は
、
先
発
商
社
と
し
て
三
井
物
産
と
大
倉
組
（
大
倉
商
事
）、
中
後
発
商
社
と
し
て
三
菱
合
資
会
社
営
業
部

（
三
菱
商
事
）
と
日
本
綿
花
、
そ
し
て
大
正
期
に
財
閥
の
営
業
部
門
が
独
立
し
た
後
破
綻
し
た
ケ
ー
ス
と
し
て
古
河
商
事
に
つ
い

て
、
各
社
で
学
閥
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
網
羅
的
に
観
察
を
行
い
、
形
成
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
そ
の
形
成
過
程
を
追
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跡
す
る
。
次
い
で
第
二
節
で
は
戦
前
期
最
大
の
商
社
と
し
て
君
臨
し
た
三
井
物
産
に
つ
い
て
、
明
治
末
か
ら
大
正
、
昭
和
期
に
か

け
て
の
慶
應
義
塾
出
身
者
の
昇
進
の
実
態
に
つ
い
て
、
東
京
高
商
出
身
者
と
も
比
較
し
つ
つ
検
証
す
る
。

一

明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
学
閥
形
成

（
1
）
三
井
物
産

①
創
業

戦
前
期
最
大
の
商
社
と
な
る
三
井
物
産
の
創
業
は
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
で
あ
る
が
、
同
社
は
先
収
会
社
と
い
う
前
身
を
も

つ
。
先
収
会
社
は
、
そ
の
二
年
前
の
七
四
年
に
創
業
し
た
商
事
会
社
で
あ
る
。

後
に
明
治
の
元
勲
と
し
て
政
官
界
に
君
臨
す
る
井
上
馨
は
、
明
治
初
期
に
は
大
蔵
省
に
お
い
て
、
大
蔵
大
輔
と
い
う
大
蔵
卿
に

次
ぐ
地
位
に
就
い
て
い
た
。
大
蔵
卿
の
大
久
保
利
通
は
、
い
わ
ゆ
る
岩
倉
使
節
団
に
加
わ
っ
て
欧
米
視
察
の
旅
に
出
て
お
り
、
一

方
の
井
上
は
留
守
政
府
の
一
員
と
し
て
日
本
に
残
っ
た
た
め
、
井
上
が
事
実
上
の
大
蔵
省
ト
ッ
プ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
留
守
政
府

は
一
枚
岩
で
は
な
く
、
特
に
井
上
馨
と
司
法
卿
の
江
藤
新
平
と
の
財
政
上
の
意
見
衝
突
は
激
し
く
、
井
上
は
七
三
年
に
政
府
を
辞

し
た
。
こ
の
時
、
井
上
と
と
も
に
大
蔵
省
を
去
っ
た
の
が
、
井
上
の
部
下
で
あ
っ
た
渋
沢
栄
一
と
益
田
孝
で
あ
る
。
渋
沢
は
三
井

と
小
野
の
出
資
で
設
け
ら
れ
た
第
一
国
立
銀
行
の
総
監
役
（
後
の
頭
取
）
に
就
任
し
、
以
後
こ
の
銀
行
を
根
城
に
財
界
活
動
を
展

開
す
る
。
一
方
、
井
上
馨
が
ト
ッ
プ
（
総
裁
）
と
な
っ
て
、
七
四
年
に
設
け
ら
れ
た
の
が
先
収
会
社
で
あ
る
。
こ
の
商
事
会
社
は

東
京
本
店
と
大
阪
支
店
を
中
心
と
し
、
他
に
横
浜
、
長
崎
、
大
津
な
ど
に
も
支
店
を
設
置
し
て
い
く
が
、
東
京
本
店
の
ト
ッ
プ

（
頭
取
）
に
就
任
し
た
の
が
益
田
孝
で
あ
っ
た
。
先
収
会
社
は
井
上
馨
が
有
す
る
政
府
や
出
身
地
山
口
県
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
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生
か
し
、
陸
軍
省
向
け
の
銃
や
ラ
シ
ャ
の
商
権
獲
得
に
成
功
し
、
ま
た
米
穀
の
先
物
と
現
物
の
取
引
を
活
発
に
展
開
す
る
な
ど
、

営
業
成
績
は
か
な
り
良
好
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
井
上
馨
は
七
五
年
八
月
に
起
こ
っ
た
日
朝
間
の
騒
擾
、
江
華
島
事
件
の
事
後
処

理
の
た
め
の
派
遣
使
節
の
副
使
に
抜
擢
さ
れ
た
の
を
受
け
、
念
願
の
政
府
復
帰
を
果
た
す
。
井
上
と
い
う
ト
ッ
プ
が
去
り
、
ま
た

益
田
孝
自
身
も
一
時
的
に
肝
臓
を
病
ん
で
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
た
め
、
先
収
会
社
は
解
散
の
方
向
に
進
み
始
め
た
が
、
こ

れ
を
聞
き
つ
け
た
の
が
、
大
久
保
利
通
に
代
わ
っ
て
大
蔵
卿
の
地
位
に
就
い
た
大
隈
重
信
と
三
井
の
番
頭
三
野
村
利
左
衛
門
で

あ
っ
た
。
益
田
は
幕
臣
出
身
で
あ
り
、
幕
末
の
青
年
期
に
は
幕
府
の
遣
欧
使
節
の
末
席
に
加
わ
っ
て
渡
航
し
た
経
験
も
あ
り
、
ま

た
当
時
と
し
て
は
稀
有
な
英
会
話
の
能
力
に
長
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。
大
隈
と
三
野
村
は
益
田
に
対
し
て
、
三
井
家
で
新
設
さ
れ

る
商
事
会
社
を
担
う
よ
う
執
拗
に
説
得
を
重
ね
た
。
益
田
は
当
初
こ
の
要
請
を
受
け
る
こ
と
を
渋
っ
て
い
た
が
、
自
ら
に
新
会
社

運
営
上
の
多
く
の
権
限
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
よ
う
や
く
新
会
社
を
担
う
こ
と
を
承
諾
し
た
。
こ
う
し
て
七

六
年
七
月
に
三
井
物
産
が
設
け
ら
（
1
）

れ
た
。

創
業
時
の
三
井
物
産
は
総
轄
（
の
ち
社
長
と
い
う
呼
称
に
な
る
）
が
益
田
孝
、
副
総
轄
が
木
村
正
幹
で
あ
り
、
三
井
家
同
族
か

ら
社
主
と
し
て
三
井
養
之
助
、
三
井
武
之
助
が
入
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
い
わ
ば
経
営
幹
部
で
あ
る
。
登
記
上
の
開
業
日
で

あ
る
七
月
一
日
の
時
点
で
の
使
用
人
は
、
先
収
会
社
か
ら
横
滑
り
的
に
入
社
し
た
八
名
と
、
開
業
に
際
し
て
新
規
に
雇
用
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
四
名
の
合
計
一
二
名
で
あ
る
。
そ
の
後
、
三
井
物
産
は
さ
み
だ
れ
式
に
使
用
人
を
順
次
採
用
し
て
い
く
。

三
井
物
産
開
業
時
、
三
井
組
で
は
国
産
方
と
い
う
部
署
を
別
に
有
し
て
い
た
。
国
産
方
は
国
内
の
米
穀
を
は
じ
め
と
す
る
諸
地

方
の
産
物
を
取
り
扱
い
、
ま
た
輸
出
事
業
も
手
が
け
る
部
門
で
あ
る
。
新
設
の
三
井
物
産
の
営
業
内
容
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
多

か
っ
た
た
め
、
国
産
方
は
七
六
年
の
年
末
ま
で
に
三
井
物
産
に
統
合
さ
れ
た
。
国
産
方
か
ら
は
五
〇
名
を
超
え
る
人
員
が
三
井
物

産
に
移
っ
た
た
め
、
同
年
末
に
三
井
物
産
の
使
用
人
は
八
〇
名
弱
程
度
で
あ
っ
た
と
み
ら
（
2
）

れ
る
。
こ
の
う
ち
、
先
収
会
社
か
ら
横

戦前期商社業界における学閥形成
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滑
り
的
に
三
井
物
産
に
入
っ
た
金
子
弥
一
、
伊
東
彦
七
、
長
尾
一
は
慶
應
義
塾
の
出
身
で
あ
る
（
金
子
弥
一
の
み
大
阪
分
校
出

身
）。
開
業
か
ら
四
年
後
の
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
京
商
人
録
』
に
は
益
田
孝
以
下
、
三
井
物
産

で
勤
務
す
る
使
用
人
名
、
お
よ
び
国
内
外
支
店
お
よ
び
東
京
本
店
内
の
米
方
、
売
買
方
、
勘
定
方
と
い
う
部
署
の
支
配
人
が
記
さ

れ
て
（
3
）

い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
支
配
人
ク
ラ
ス
に
は
先
収
会
社
時
代
か
ら
勤
務
し
て
い
た
古
谷
龍
蔵
（
四
日
市
支
店
）、
金
子
弥

一
（
香
港
支
店
）、
伊
達
忠
七
（
本
店
売
買
方
）、
伊
東
彦
七
（
本
店
勘
定
方
）、
山
尾
熊
蔵
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
）
が
就
き
、

国
産
方
か
ら
入
っ
て
き
た
宮
本
新
右
衛
門
（
本
店
米
方
）、
田
中
藤
助
（
馬
関
支
店
）
も
支
配
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
松
岡
譲
（
函

館
支
店
）、
羽
太
紀
克
（
長
崎
支
店
）、
笹
瀬
元
明
（
ロ
ン
ド
ン
支
店
）
の
よ
う
に
政
府
官
吏
を
辞
し
て
三
井
物
産
入
り
し
て
支
配

人
に
就
い
て
い
た
者
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
金
子
弥
一
と
伊
東
彦
七
は
慶
應
義
塾
出
身
で
あ
る
。
支
配
人
ク
ラ
ス
で
は
な
い

が
、『
東
京
商
人
録
』
に
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
近
藤
勝
敏
、
益
田
科
三
も
慶
應
義
塾
出
身
で
あ
る
。
先
に
名
を
あ
げ
た
長
尾
一

は
、
こ
の
時
点
ま
で
に
退
社
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
三
井
物
産
で
は
、
そ
の
前
身
の
先
収
会
社
時
代
か
ら
慶
應
義
塾
出
身
者
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
三
井
物
産

開
業
早
々
に
支
配
人
ク
ラ
ス
に
就
い
て
い
る
者
も
い
た
。
益
田
孝
の
実
弟
克
徳
、
英
作
、
さ
ら
に
後
に
は
益
田
の
息
子
太
郎
が
慶

應
義
塾
で
学
ん
で
お
り
、
益
田
孝
の
父
鷹
之
助
は
福
沢
諭
吉
の
書
記
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
益
田
家
と
慶
應
義
塾
の
関

係
は
き
わ
め
て
深
い
。
こ
の
よ
う
な
関
係
に
加
え
、
明
治
初
期
の
段
階
で
簿
記
・
商
業
学
・
経
済
学
を
講
じ
る
学
校
は
慶
應
義
塾

ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
で
、
先
収
会
社
な
い
し
は
創
業
期
の
三
井
物
産
は
小
供
（
丁
稚
）
と
し
て
雇
い
入
れ
ら
れ
た

人
材
に
混
じ
っ
て
慶
應
義
塾
と
い
う
学
校
出
身
者
を
採
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

益
田
孝
を
総
轄
と
し
て
三
井
物
産
が
開
業
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
前
年
に
開
設
さ
れ
て
い
た
商
法
講
習
所
の
校
長
が
矢
野
次

郎
に
代
わ
っ
て
い
る
。
矢
野
次
郎
は
益
田
と
同
じ
く
旧
幕
臣
で
あ
り
、
上
述
し
た
幕
末
の
遣
欧
使
節
に
益
田
と
と
も
に
加
わ
っ
て
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渡
欧
し
た
経
験
を
も
つ
。
し
か
も
益
田
は
矢
野
の
妹
栄
子
と
結
婚
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
益
田
と
矢
野
の
関
係
は
き
わ
め
て
親
密

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
を
前
提
と
し
て
、
矢
野
は
商
法
講
習
所
の
出
身
者
を
三
井
物
産
で
雇
い
入
れ
る
よ
う
益
田
に
懇
願

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
三
井
物
産
で
は
ま
ず
同
所
を
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
一
〇
月
に
卒
業
し
た
山
口
甫
吉
、
次
い
で
七

八
年
一
月
に
中
退
し
た
安
達
何
四
郎
を
採
用
し
た
。
山
口
も
安
達
も
本
店
勘
定
方
（
会
計
方
・
簿
記
方
）
に
配
属
と
な
っ
た
が
、

山
口
は
七
八
年
末
ま
で
に
（
4
）

退
社
し
、
安
達
は
七
九
年
に
香
港
支
店
に
転
勤
と
な
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く
し
て
退
社
し
横
浜
正
金
銀
行

に
移
籍
（
5
）

し
た
。
こ
の
両
者
の
三
井
物
産
で
の
勤
務
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
が
、
商
法
講
習
所
出
身
で
次
に
入
社
し
た
岩
下
清
周
と

渡
辺
専
次
郎
は
長
期
的
に
勤
続
し
、
ま
た
貢
献
度
も
高
い
事
例
で
あ
る
。

岩
下
清
周
は
七
八
年
二
月
に
同
所
を
中
退
し
た
後
、
い
っ
た
ん
同
所
の
教
諭
と
な
っ
た
が
、
七
八
年
中
に
三
井
物
産
入
り
し

た
。
渡
辺
専
次
郎
も
同
所
を
七
八
年
三
月
に
中
退
し
、
三
井
物
産
入
り
（
6
）

し
た
。
先
に
述
べ
た
八
〇
年
刊
行
の
『
東
京
商
人
録
』
に

も
、
こ
の
両
名
の
名
が
あ
が
っ
て
い
る
。
岩
下
、
渡
辺
の
採
用
後
も
坂
本
良
吾
、
鈴
木
熊
太
郎
、
間
島
与
喜
、
田
辺
次
郎
一
、
小

室
三
吉
、
福
井
菊
三
郎
、
大
野
市
太
郎
な
ど
同
所
出
身
者
が
続
々
と
入
社
（
7
）

し
た
。
三
井
物
産
で
は
学
校
出
身
者
の
採
用
と
し
て

は
、
慶
應
義
塾
か
ら
商
法
講
習
所
（
商
業
学
校
、
高
等
商
業
学
校
、
東
京
高
等
商
業
学
校
、
東
京
商
科
大
学
と
改
組
・
改
称
さ
れ

て
い
き
、
現
在
の
一
橋
大
学
に
つ
な
が
る
。
本
節
の
以
下
で
は
「
一
橋
」
と
い
う
呼
称
で
統
一
す
る
）
に
軸
足
を
移
し
た
と
い
え

よ
う
。

岩
下
清
周
は
ま
も
な
く
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
派
遣
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
パ
リ
支
店
に
回
っ
て
同
店
支
配
人
と
な
っ

た
が
、
彼
は
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
三
井
物
産
を
退
社
し
、
そ
の
後
は
三
井
銀
行
大
阪
支
店
長
、
新
設
の
北
浜
銀
行
の
経

営
者
（
常
務
、
頭
取
）
と
し
て
、
関
西
の
財
界
を
拠
点
に
名
を
馳
せ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
の
渡
辺
専
次
郎
も
ほ

ど
な
く
し
て
ロ
ン
ド
ン
支
店
に
派
遣
さ
れ
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
二
七
歳
と
い
う
年
齢
で
同
店
支
配
人
に
就
任
し
た
。
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ロ
ン
ド
ン
で
の
渡
辺
は
、
日
本
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
米
穀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
各
地
へ
の
売
り
込
み
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
の
プ

ラ
ッ
ト
社
と
の
紡
績
機
械
一
手
販
売
交
渉
な
ど
で
大
き
な
活
躍
を
み
せ
た
。
渡
辺
の
活
躍
ぶ
り
は
高
く
評
価
さ
れ
、
彼
は
一
八
九

五
（
明
治
二
八
）
年
の
年
末
に
、
ロ
ン
ド
ン
駐
在
の
ま
ま
、
同
店
支
配
人
兼
任
で
三
井
物
産
の
理
事
に
任
命
さ
れ
た
。
一
橋
系
の

人
材
で
三
井
物
産
の
重
役
に
昇
進
し
た
の
は
、
渡
辺
が
最
初
で
あ
る
。

②
一
橋
閥
の
形
成

渡
辺
は
二
〇
年
以
上
に
お
よ
ぶ
ロ
ン
ド
ン
滞
在
を
終
え
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
帰
朝
す
る
。
そ
の
後
は
益
田
孝
の
も

と
で
最
高
幹
部
と
い
う
べ
き
専
務
理
事
と
な
る
。
続
い
て
〇
六
年
に
は
、
こ
の
専
務
理
事
渡
辺
の
下
に
、
同
じ
一
橋
系
の
小
室
三

吉
が
理
事
に
就
任
し
て
い
る
。
〇
九
年
の
株
式
会
社
化
に
よ
る
改
組
に
と
も
な
い
渡
辺
は
常
務
取
締
役
と
な
り
、
一
橋
系
の
福
井

菊
三
郎
が
常
務
取
締
役
、
小
室
三
吉
が
取
締
役
に
就
い
て
い
る
。
こ
の
時
の
、
こ
れ
ら
一
橋
系
以
外
の
重
役
陣
は
、
三
井
同
族
か

ら
社
長
三
井
八
郎
次
郎
、
取
締
役
三
井
養
之
助
、
監
査
役
に
三
井
得
右
衛
門
の
三
名
が
入
り
、
岩
原
謙
三
（
商
船
学
校
）、
山
本

条
太
郎
（
小
供
上
が
り
）
が
常
務
、
取
締
役
に
早
川
千
吉
郎
（
東
京
（
8
）

帝
大
）、
朝
吹
英
二
（
慶
應
義
塾
）、
監
査
役
に
団
琢
磨
（
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
）、
林
健
（
東
京
帝
大
）
と
い
う
顔
ぶ
れ
で
（
9
）

あ
る
。
一
橋
系
の
三
名
は
学
校
を
出
て
か
ら
三
井
物
産
で

長
年
勤
務
し
て
重
役
に
昇
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
橋
系
の
三
名
の
他
に
、
三
井
物
産
で
長
い
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
だ
上
で
重

役
に
昇
任
し
た
の
は
岩
原
謙
三
と
山
本
条
太
郎
だ
け
で
あ
り
、
同
族
を
除
け
ば
、
他
は
み
な
他
社
か
ら
の
移
籍
組
で
あ
る
。
明
治

末
期
の
三
井
物
産
の
重
役
陣
で
は
、
一
橋
系
が
中
心
と
な
っ
て
生
え
抜
き
型
の
重
役
陣
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
と
み
な
し
う
る
。

こ
の
一
橋
閥
形
成
の
先
陣
を
切
っ
た
の
が
渡
辺
専
次
郎
で
あ
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

三
井
物
産
首
脳
部
か
ら
渡
辺
に
対
す
る
信
頼
は
厚
く
、
そ
の
後
も
彼
は
役
員
の
地
位
に
あ
り
続
け
た
。
そ
し
て
常
務
取
締
役
在
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任
の
ま
ま
、
渡
辺
は
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
九
月
に
亡
く
な
っ
て
（
10
）

い
る
。
渡
辺
の
死
後
、
一
橋
系
の
福
井
菊
三
郎
が
筆
頭
常
務

と
な
り
、
ま
た
一
橋
系
の
藤
瀬
政
次
郎
、
小
田
柿
捨
次
郎
が
常
務
、
小
室
三
吉
、
間
島
与
喜
が
監
査
役
に
（
11
）

就
き
、
三
井
物
産
で
の

一
橋
閥
は
盤
石
な
も
の
と
な
っ
た
感
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
果
敢
に
食
い
込
み
を
図
ろ
う
と
し
た
と
み
ら
れ
る
の
が
安
川
雄
之
助
で

あ
る
。

③
安
川
雄
之
助
の
挑
戦

安
川
雄
之
助
は
大
阪
商
業
学
校
を
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
卒
業
し
、
三
井
物
産
大
阪
支
店
で
採
用
さ
れ
た
。
入
社
に
際

し
て
は
、
そ
の
時
大
阪
支
店
支
配
人
で
あ
っ
た
南
一
介
に
「
頼
ん
で
入
れ
て
も
ら
っ
た
」
と
安
川
は
回
顧
し
て
い
る
。
明
治
期
半

ば
の
三
井
物
産
で
は
、
学
校
出
身
者
は
多
数
派
で
は
な
く
、
小
供
（
丁
稚
）
採
用
も
か
な
り
多
か
っ
た
が
、
学
校
出
の
安
川
は
英

語
を
解
せ
た
の
で
、
通
訳
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
た
。
入
社
し
て
二
年
後
に
は
東
京
本
店
に
転
勤
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
一
年
後
の

九
二
年
に
は
イ
ン
ド
の
ボ
ン
ベ
イ
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
三
井
物
産
は
ま
だ
イ
ン
ド
に
支
店
・
出
張
店
の
よ
う

な
出
先
機
関
を
設
置
し
て
お
ら
ず
、
安
川
に
は
ゼ
ロ
か
ら
の
商
権
開
拓
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
安
川
は
み
ご
と
に
期
待
に
応

え
、
ボ
ン
ベ
イ
出
張
所
長
と
し
て
日
本
商
人
の
な
か
で
イ
ン
ド
綿
花
買
付
け
の
先
駆
者
と
な
っ
た
。
安
川
の
イ
ン
ド
で
の
活
躍
ぶ

り
は
本
店
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、
彼
の
月
給
額
は
急
上
昇
し
た
と
い
う
。
六
年
間
の
イ
ン
ド
滞
在
を
終
え
、
安
川
は
い
っ
た
ん

帰
朝
す
る
が
、
以
後
は
綿
花
に
関
連
す
る
国
内
外
支
店
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
社
内
で
の
地
位
を
高
め
て
い
く
。
そ
し
て
一
九
一

八
（
大
正
七
）
年
一
月
に
営
業
部
長
兼
任
で
取
締
役
と
な
り
、
そ
の
わ
ず
か
半
年
後
の
七
月
に
常
務
取
締
役
に
就
任
（
12
）

し
た
。
そ
し

て
一
九
二
四
年
に
安
川
は
筆
頭
常
務
と
な
り
、
三
井
物
産
の
事
実
上
の
ト
ッ
プ
に
上
り
詰
め
る
。

大
正
最
後
の
年
で
あ
る
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
〇
月
末
時
点
で
三
井
物
産
に
は
約
二
、五
〇
〇
名
の
社
員
が
い
た
（
船
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員
（
13
）

除
く
）。
こ
こ
に
は
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
出
身
者
だ
け
で
な
く
、
か
な
り
多
く
の
小
学
校
お
よ
び
中
等
教
育
機
関
出
身

者
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
社
員
の
す
べ
て
の
出
身
校
を
把
握
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
刊
行
さ
れ
た
『
現
代

紳
士
録
―
―
出
身

（
14
）

学
校
別
―
―
』に
は
、
四
六
四
名
の
三
井
物
産
社
員
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
役
員
の
一
部
も
含
む
）
が
、
こ
こ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
高
等
教
育
機
関
出
身
者
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
多
数
の
物
産
社
員
を
輩
出

し
て
い
る
高
等
教
育
機
関
を
み
て
み
る
と
、
一
橋
系
出
身
者
が
一
三
三
名
、
東
京
帝
大
八
七
名
、
慶
應
義
塾
五
九
名
、
神
戸
高
商

四
九
名
、
東
京
高
工
二
五
名
、
山
口
高
商
二
一
名
、
早
稲
田
一
八
名
、
大
阪
高
商
（
も
と
大
阪
商
業
）
一
五
名
で
あ
り
、
部
課
長

以
下
の
ヒ
ラ
社
員
も
含
め
た
ク
ラ
ス
で
は
一
橋
系
が
他
校
出
身
者
を
圧
倒
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
の
三
井
物
産
重
役
陣
を
示
し
た

表
1
で
も
一
橋
系
が
八
名
を
占
め
て
お
り
、
同
社
で
は
役
員
層
か
ら
下
位
層
ま
で
一
橋
系
が
学
閥
を
形
成
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
表
は
安
川
雄
之
助
の
出
身
校
大
阪
商
業
（
こ
の
時
点
で
は
大
阪
高
商
）
も
三
名
の
役
員
を
輩
出
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
名
の
あ
る
瀬
古
孝
之
助
と
友
野
欽
一
は
、
安
川
が
推
薦
し
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

④
東
洋
棉
花
の
分
離

戦
前
期
の
三
綿
商
社
の
一
角
、
東
洋
棉
花
は
三
井
物
産
の
大
阪
支
店
に
置
か
れ
た
棉
花
部
が
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
四
月
に

分
離
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
離
独
立
前
の
時
期
、
棉
花
部
は
社
内
で
最
大
の
部
門
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
棉
花
部
の
あ

げ
た
利
益
金
は
本
店
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。
棉
花
部
の
取
扱
商
品
で
あ
る
棉
花
・
綿
糸
布
は
相
場
商
品
で
あ
り
、
機
動
性
が
求
め

ら
れ
る
な
か
で
本
店
か
ら
の
営
業
活
動
用
資
金
の
供
給
を
仰
ぐ
状
況
に
あ
り
、
困
難
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
リ
ス
キ
ー
な
商
品
群

取
り
扱
い
の
蹉
跌
が
社
内
全
体
に
及
ぶ
の
を
避
け
た
い
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
棉
花
部
を
分
離
独
立
さ
せ
よ
う
と
い
う
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表 1 大正末期の三井物産重役陣

備考

三井同族

三井同族

三井同族

三井同族

（資料）職位と氏名は三井物産株式会社「第三十三回事業報告書」大正15年度上期（三井文庫
所蔵史料、物産615―22）pp.84―85より抜粋。
出身校は「店別使用人録（1916年）」（豪州国立公文書館シドニー分館（NAA）所蔵史
料）、各校学校一覧、『人事興信録』各年版に拠る。
三井高精の出身校は安藤徳器『財界不連続線』（育生社，1938年）p.7による。

出身校（卒年）

横浜商業（明23年度）

大阪高商（明22）

一橋（明26）

一橋（明25）

同志社（明26）

一橋・主計（明24）

英国バーミンガム大

一橋（明16）

一橋（明18）

大阪高商（明26）

中央大（明24）

慶應義塾（明26）

一橋（明25）

滋賀県立商業（明33）

東京帝大法科中退（明29）

一橋（明26）

大阪高商（明27）

慶應義塾普通部・学習院中等科を経て
英国バーミンガム商大中退（明45）

一橋（明18）

氏名

三井守之助

三井源右衛門

安川雄之助

武村貞一郎

南條 金雄

小林 正直

川村貞次郎

三井 高精

福井菊三郎

藤瀬政次郎

瀬古孝之助

田中 文蔵

平田篤次郎

林 徳太郎

児玉 一造

中丸 一平

加地 利夫

友野 欽一

三井 弁蔵

北村 七郎

職位

代表取締役社長

代表取締役

常務取締役

同

同

同

同

取締役

同

同

同

同

同

同

同

監査役

同

同

同

同
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議
論
が
起
こ
り
、
東
洋
棉
花
と
し
て
独
立
し
た
の
で
（
15
）

あ
る
。

表
2
は
、
そ
の
独
立
か
ら
六
年
後
（
表
1
と
同
時
期
）
の
東
洋
棉
花
の
重
役
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
本
体
の
三
井
物
産
で
は
一

橋
系
が
確
固
た
る
学
閥
を
形
成
す
る
な
か
で
、
安
川
雄
之
助
の
大
阪
高
商
が
食
い
込
み
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
表

2
で
も
ま
っ
た
く
同
じ
構
図
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
本
体
の
三
井
物
産
と
の
兼
任
重
役
を
含
ん
で
一
橋
系
八
人
が

名
を
連
ね
る
一
方
、
安
川
雄
之
助
の
大
阪
高
商
が
三
人
、
名
を
連
ね
て
お
り
、
表
1
と
ま
っ
た
く
同
数
で
あ
る
。

（
2
）
大
倉
組
・
大
倉
商
事

①
創
業

大
（
16
）

倉
組
は
三
井
物
産
よ
り
三
年
前
の
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
大
倉
喜
八
郎
に
よ
っ
て
東
京
に
設
け
ら
れ
た
。
大
倉
は
そ
の

前
年
四
月
に
通
訳
と
し
て
手
島
鍈
次
郎
を
引
き
連
れ
、
欧
米
に
視
察
の
旅
に
出
て
（
17
）

い
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
に
滞
在
し
た
際
、

政
府
の
岩
倉
使
節
団
一
行
も
ち
ょ
う
ど
欧
州
に
滞
在
し
て
お
り
、
大
倉
は
大
久
保
利
通
、
木
戸
孝
允
、
伊
藤
博
文
な
ど
の
政
府
首

脳
と
面
会
す
る
機
会
を
得
た
。
大
倉
は
こ
の
時
に
得
た
政
府
要
人
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
生
か
し
、
帰
国
後
、
政
府
各
省
（
特
に

陸
軍
）
に
物
品
を
納
入
す
る
商
権
を
獲
得
す
る
が
、
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
の
が
こ
の
大
倉
組
で
あ
る
。
開

業
翌
年
の
七
四
年
に
は
、
い
ち
早
く
ロ
ン
ド
ン
に
横
山
孫
一
郎
を
派
遣
し
て
支
店
を
開
設
し
て
い
る
。

横
山
は
上
野
国
（
群
馬
県
）
邑
楽
郡
川
俣
村
の
出
身
で
、
土
木
建
築
業
に
従
事
し
て
い
た
父
に
連
れ
ら
れ
一
三
歳
の
時
に
初
め

て
横
浜
に
出
向
き
、
そ
れ
以
後
横
浜
で
英
語
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
明
治
初
年
に
横
山
は
そ
の
英
語
力
を
買
わ
れ
、
豪
商
小
野

組
の
子
弟
が
海
外
留
学
す
る
際
、
そ
れ
に
随
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ス
イ
ス
に
滞
在
し
た
折
、
渡
欧
中
の
大
倉
喜
八
郎

も
同
地
に
滞
在
し
て
い
た
の
に
出
会
い
、
二
人
は
意
気
投
合
し
て
帰
国
後
横
山
は
大
倉
の
事
業
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
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表 2 大正末期の東洋棉花重役陣

備考

浪速銀行頭取

鹿島銀行頭取

（資料）「（東洋棉花）第拾参回営業報告書」大正15年上半期（大正14年11月1日～15年4月
30日）。
出身校は「店別使用人録（1916年）」（豪州国立公文書館シドニー分館（NAA）所蔵史
料）、各校学校一覧、『人事興信録』各年版に拠る。
備考欄は東棉四十年史編纂委員会『東棉四十年史』（東洋棉花株式会社、1960年）pp.77―
78による。

出身校（卒年）

一橋（明18）

滋賀県立商業（明33）

一橋（明37）

大阪高商（明22）

一橋（明26）

一橋（明40）

大阪高商（明31）

大阪高商（明36）

同志社（明35）

一橋（明40）

一橋（明39）

一橋（明16）

一橋（明18）

慶應義塾（明26）

小学校か

長崎中学（明29）

氏名

藤瀬政次郎

児玉 一造

山崎 一保

永田 仁助

安川雄之助

武村貞一郎

武内 尚一

大谷 恭助

芝本善次郎

権野 健三

塚田 公太

島 専吉

廣岡 恵三

福井菊三郎

北村 七郎

平田篤次郎

井上 鹿三

井出 千次

職位

取締役会長

専務取締役

常務取締役

取締役

同

同

同

同

同

同

同

同

監査役

同

同

同

同

同

戦前期商社業界における学閥形成
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よ
う
な
経
緯
で
、
横
山
は
ロ
ン
ド
ン
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
八
七
五
年
の
日
朝
間
の
武
力
衝
突
で
あ
る
江
華
島
事
件
を
経
て
、
翌
年
に
は
朝
鮮
が
開
国
し
た
が
、
朝
鮮
貿
易
に
従
事
し
よ

う
と
い
う
日
本
人
は
あ
ま
り
現
れ
な
か
っ
た
。
明
治
政
府
で
独
裁
体
制
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
大
久
保
利
通
は
大
倉
喜
八
郎
を
呼
び

出
し
、
大
倉
組
が
率
先
し
て
朝
鮮
貿
易
に
あ
た
る
よ
う
要
請
し
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
大
倉
は
手
代
の
富
田
重
五
郎
と
鈴
木
真
太
郎

を
朝
鮮

山
に
派
遣
し
て
支
店
を
開
設
し
た
。
こ
の
富
田
、
鈴
木
の
経
歴
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
大
倉
喜
八
郎
が
幕
末
に

郷
里
の
越
後
新
発
田
を
出
て
江
戸
で
商
売
の
修
業
を
し
た
後
、
独
立
し
て
乾
物
商
や
鉄
砲
店
を
開
い
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
ら
の
事

業
で
大
倉
の
配
下
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
人
物
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
だ
が
大
倉
組
創
業
期
で
も
っ
と
も
大
倉
を
支
え
た

の
は
通
訳
と
し
て
大
倉
に
随
行
し
て
渡
欧
し
た
手
島
鍈
次
郎
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
井
物
産
社
長
益
田
孝
の
一
八
七
七
年
中

の
手
記
に
は
、
大
倉
組
手
島
の
名
前
が
何
度
か
登
場
（
18
）

す
る
。
い
ず
れ
も
陸
軍
へ
の
絨
の
納
入
を
三
井
物
産
と
大
倉
組
の
共
同
で

や
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
手
島
は
大
倉
組
の
副
頭
取
と
し
て
、
永
ら
く
大
倉
喜
八
郎
を
支
え
た
と
み
ら
れ
る
。

大
倉
組
は
そ
の
後
も
八
三
年
八
月
に
赤
羽
定
教
を
駐
在
員
と
し
て
上
海
支
店
を
出
し
て
お
り
、
八
七
年
頃
に
は
天
津
に
も
支
店

を
出
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
天
津
に
つ
い
て
は
駐
在
員
の
名
前
を
含
め
て
不
明
な
点
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
在
清
国
支
店

は
ご
く
短
期
の
う
ち
に
閉
鎖
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
出
て
き
た
大
倉
を
支
え
た
手
島
鍈
次
郎
、
海
外
支
店
の
駐
在
員
で
あ
る
横
山
孫
一
郎
、
富
田
重
五
郎
、
鈴
木
真
太

郎
、
赤
羽
定
教
ら
は
い
ず
れ
も
『
慶
應
義
塾
入
（
19
）

社
帳
』
に
名
前
が
な
い
か
ら
、
彼
ら
は
慶
應
義
塾
の
出
身
者
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
一
方
、
一
橋
系
の
商
法
講
習
所
の
初
期
の
出
身
者
で
大
倉
組
に
入
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
七
七
年
一
月
に
同
所
を
中
退
し
た

桐
生
孫
聡
が
翌
年
に
大
倉
組
に
入
り
簿
記
方
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
八
〇
年
五
月
に
同
所
を
中
退
し
た
高
橋
邦
三
は
八
五
年

に
大
倉
組
の
ロ
ン
ド
ン
支
店
に
配
属
と
な
っ
て
い
る
。
前
者
の
桐
生
は
ま
も
な
く
し
て
大
倉
組
を
辞
し
た
よ
う
で
あ
り
、
後
者
の
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高
橋
は
九
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
に
な
っ
た
が
、
九
五
年
に
は
病
気
の
た
め
辞
職
し
て
（
20
）

い
る
。
一
橋
系
の
初
期
の
出
身
者
で
大

倉
組
に
入
っ
た
の
は
こ
の
両
名
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
点
は
三
井
物
産
と
は
対
照
的
と
い
え
よ
う
。

②
高
島
小
金
治
の
入
社

大
倉
喜
八
郎
は
大
倉
組
の
開
業
と
並
行
し
て
、
政
府
首
脳
と
の
間
に
築
い
た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
洋
服
裁
縫
店
、
土
木
建

築
業
、
製
茶
貿
易
業
な
ど
多
角
的
に
事
業
を
拡
げ
て
い
た
が
、
明
治
一
〇
年
代
末
に
向
け
て
、
土
木
建
築
業
へ
の
傾
斜
を
深
め
て

い
っ
た
。
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
末
起
工
の
佐
世
保
軍
港
建
設
工
事
を
大
倉
組
と
大
阪
の
藤
田
組
に
請
け
負
わ
せ
た
こ
と
を

契
機
に
、
海
軍
省
は
大
倉
と
藤
田
に
土
木
建
築
部
門
の
合
併
を
勧
め
た
。
両
組
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
八
七
年
四
月
に
は
日
本
土

木
会
社
が
誕
生
し
た
。
官
庁
か
ら
依
頼
（
御
用
商
売
系
）
の
貿
易
事
業
に
つ
い
て
も
翌
月
、
藤
田
組
と
共
同
で
内
外
用
達
会
社
を

設
け
て
い
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
大
倉
組
は
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
非
・
御
用
商
売
系
の
事
業
は
大
倉
組
の
事
業
と
し
て
残
し

て
い
る
。
だ
が
日
本
土
木
会
社
、
内
外
用
達
会
社
と
も
長
続
き
せ
ず
解
散
す
る
。
九
三
年
に
は
大
倉
は
日
本
土
木
会
社
の
業
務
を

継
承
し
て
大
倉
土
木
組
を
設
立
し
、
内
外
用
達
会
社
の
業
務
を
継
承
し
て
大
倉
組
商
会
に
吸
収
し
て
合
名
会
社
大
倉
組
と
改
称
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
倉
が
藤
田
組
と
日
本
土
木
会
社
、
内
外
用
達
会
社
を
設
け
た
少
し
後
の
時
期
と
思
わ
れ
る
が
、
後
に
大

倉
組
の
副
頭
取
に
抜
擢
さ
れ
る
高
島
小
金
治
が
大
倉
組
入
り
し
て
い
る
。

高
島
は
東
京
出
身
で
幼
少
期
か
ら
学
業
に
秀
で
、
七
九
年
に
一
九
歳
で
慶
應
義
塾
を
卒
業
す
る
と
直
ち
に
同
塾
の
講
師
と
な
っ

た
。
そ
の
三
年
後
に
は
政
界
入
り
す
る
と
と
も
に
新
聞
刊
行
を
企
画
し
た
と
い
う
。
自
由
民
権
運
動
が
高
ま
り
を
み
せ
た
時
期
の

こ
と
で
あ
り
、
彼
は
地
方
遊
説
に
精
を
出
し
た
よ
う
だ
が
、
当
局
か
ら
の
圧
力
に
嫌
気
が
さ
し
、
八
五
年
に
は
政
治
運
動
か
ら
は

身
を
引
き
ア
メ
リ
カ
渡
航
を
決
意
し
た
。
高
島
は
そ
の
渡
米
の
船
中
に
て
、
大
倉
喜
八
郎
と
偶
然
知
り
合
う
こ
と
に
な
る
。
船
中

戦前期商社業界における学閥形成
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で
意
気
投
合
し
、
将
来
的
に
高
島
の
大
倉
入
り
の
口
約
束
を
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
点
は
、
ス
イ
ス
で
大
倉
喜
八
郎

と
出
会
っ
て
意
気
投
合
し
、
大
倉
組
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
任
さ
れ
た
横
山
孫
一
郎
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
高
島
の
ア
メ
リ
カ

滞
在
は
三
年
に
及
び
、
ア
メ
リ
カ
の
実
業
界
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
・
調
査
し
た
後
、
帰
国
後
は
幾
ば
く
も
せ
ぬ
う
ち
に
約
束

通
り
大
倉
組
に
入
っ
た
。
彼
は
ま
も
な
く
し
て
取
締
役
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。
大
倉
組
の
貿
易
事
業
の
発
展
は
彼
の
功
績
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
（
21
）

い
る
。
一
八
九
四
年
九
月
刊
行
の
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
に
は
大
倉
組
の
重
役
が
列
挙
さ

れ
て
（
22
）

い
る
が
、
高
島
小
金
治
は
大
倉
組
創
業
期
以
来
の
重
役
で
あ
る
木
村
静
幽
に
次
ぐ
四
番
目
の
序
列
（
頭
取
大
倉
喜
八
郎
、
副

頭
取
手
島
鍈
次
郎
が
ツ
ー
ト
ッ
プ
）
で
、
同
じ
く
創
業
期
来
の
重
役
大
倉
周
三
よ
り
上
位
に
書
か
れ
て
い
る
。
同
役
員
録
は
大
倉

組
の
各
支
店
・
出
張
所
の
支
配
人
・
主
任
の
氏
名
も
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
商
法
講
習
所
出
身
で
ロ
ン
ド
ン
支
店
に
派
遣

さ
れ
て
い
た
高
橋
邦
三
が
同
店
支
配
人
に
昇
格
し
て
お
り
、
ま
た
同
年
に
一
橋
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
山
田
馬
次
郎
が
い
き
な
り

豊
橋
出
張
所
主
任
と
な
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
（
23
）

き
る
。
横
浜
出
張
所
に
柴
田
虎
太
郎
と
い
う
慶
應
義
塾
を
中
退
し
た
と
み
ら
れ
る

人
物
が
配
属
さ
れ
て
い
る
以
外
、
慶
應
出
身
者
は
確
認
で
き
（
24
）

な
い
。

創
業
期
か
ら
大
倉
喜
八
郎
を
支
え
た
副
頭
取
の
手
島
鍈
次
郎
は
、
九
七
年
三
月
に
他
界
し
た
。
高
島
小
金
治
が
九
七
年
に
副
頭

取
に
就
任
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
手
島
の
他
界
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
高
島
は
、
明
治
末
に
は

慶
應
義
塾
の
卒
業
生
中
か
ら
選
ば
れ
る
評
議
員
に
な
っ
て
（
25
）

い
る
。

③
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
の
状
況

事
務
方
部
門
で
高
島
の
貢
献
が
大
き
い
と
す
る
な
ら
ば
、
土
木
建
築
業
に
軸
足
を
移
し
つ
つ
あ
っ
た
大
倉
の
技
術
部
門
で
の
功

労
者
は
大
倉

馬
と
門
野
重
九
郎
で
あ
ろ
う
。
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大
倉

馬
は
も
と
は
伊
藤
姓
で
あ
り
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
に
伊
予
西
条
に
生
ま
れ
た
。
八
八
年
に
東
京
帝
大
工
科
・
土

木
工
学
科
を
首
席
で
卒
業
し
、
ま
も
な
く
し
て
大
倉
組
に
招
か
れ
た
。
在
学
中
か
ら
大
倉
喜
八
郎
に
目
を
つ
け
ら
れ
、
大
倉
家
に

婿
入
り
し
て
大
倉
姓
に
な
っ
た
。
大
倉
組
の
土
木
建
築
部
門
で
大
倉
喜
八
郎
を
支
え
た
の
は
、
ま
さ
に
大
倉

馬
で
あ
っ
た

（
26
）

ろ
う
。

馬
は
ま
も
な
く
し
て
取
締
役
に
就
い
て
い
る
。
彼
の
実
弟
伊
藤
琢
磨
も
東
京
帝
大
の
法
科
出
身
で
、
こ
の
琢
磨
も
大
倉

組
入
り
し
て
、
後
に
は
監
査
役
と
な
る
。

門
野
重
九
郎
は
幕
末
の
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
に
志
摩
鳥
羽
に
生
ま
れ
た
が
、
兄
の
幾
之
進
が
慶
應
義
塾
に
学
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
同
塾
に
入
っ
た
。
同
塾
を
八
四
年
に
卒
業
し
た
が
、
さ
ら
に
工
部
大
学
校
、
東
京
帝
大
工
科
・
土
木
工
学
科
を
九
一

年
に
卒
業
し
、
さ
ら
に
渡
米
し
て
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
鉄
道
等
に
入
っ
て
鉄
道
業
関
係
の
実
務
を
習
得
し
、
四
年
後
に
帰
国
し
た
。

帰
国
後
は
山
陽
鉄
道
に
入
っ
て
新
線
工
事
長
と
な
っ
た
が
、
二
年
後
の
九
七
年
に
大
倉
組
に
招
か
れ
て
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
と
な

り
、
鉄
道
用
品
・
機
械
・
鉄
製
品
の
購
入
に
あ
た
っ
た
と
い
う
。
ロ
ン
ド
ン
滞
在
は
九
年
に
及
び
、
一
九
〇
七
年
に
帰
国
し
て

（
27
）

い
る
。

大
倉
の
諸
事
業
は
一
九
一
一
年
に
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
円
の
株
式
会
社
大
倉
組
と
し
て
改
組
さ
れ
、
合
名
会
社
大
倉
組
か
ら
分

離
さ
れ
る
。
翌
一
二
年
の
大
倉
組
重
役
は
表
3
の
左
側
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
相
変
わ
ら
ず
高
島
小
金
治
が
大
倉
喜
八
郎
に
次
ぐ

位
置
に
い
て
、
ま
た
技
術
者
と
し
て
大
倉

馬
と
門
野
重
九
郎
が
そ
れ
に
次
ぐ
位
置
に
い
る
。
門
野
の
次
に
い
る
大
倉
喜
七
郎
は

は
つ
み

喜
八
郎
の
実
子
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
大
倉
発
身
は
、
大
倉

馬
同
様
に
大
倉
家
に
娘
婿
と
し
て
入
っ
た
も
の
で
（
28
）

あ
る
。
重

役
陣
の
う
ち
実
に
四
名
が
大
倉
家
親
族
で
固
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
出
身
校
で
複
数
人
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

東
京
帝
大
が
四
名
、
慶
應
義
塾
が
二
名
だ
が
、
東
京
帝
大
出
身
の
門
野
重
九
郎
は
上
述
の
通
り
慶
應
義
塾
出
身
で
も
あ
る
か
ら
、

高
島
小
金
治
を
先
頭
に
慶
應
も
食
い
込
み
を
図
っ
て
い
た
と
い
え
な
く
も
（
29
）

な
い
。

戦前期商社業界における学閥形成
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表
3
大
倉
組
明
治
末
期
お
よ
び
大
倉
商
事
独
立
後
の
重
役
陣

（
資
料
）
左
側
は
水
下
恭
一
編
『
京
浜
銀
行
会
社
職
員
録
』（
興
業
通
信
社
、
1912

年
）
pp.344 ―345

か
ら
抜
粋
、
右
側
は
東
京
興
信
所
編
『
銀
行
会
社
要
録
』
23

版
（
東
京
興
信
所
、
1919

年
）
p.153

か
ら
抜
粋
、
出
身
校
は
学
校
一
覧
、
卒
業
生
名
簿
類
に
よ
る
。

1912（
明
治
45）
年

出
身
校

東
京
帝
大
・
史
学
科
（
明
33）

一
橋
（
卒
年
不
詳
）

東
京
帝
大
・
建
築
学
（
明
19）

慶
應
義
塾
・
理
財
（
明
28）

名
前

大
倉
喜
八
郎

高
島
小
金
治

大
倉

馬

門
野
重
九
郎

大
倉
喜
七
郎

大
倉
発
身

高
谷
鹿
二

田
中
豊
輔

伊
藤
琢
磨

野
田
寛
治

役
職

取
締
役
頭
取

取
締
役

〃〃〃〃〃

監
査
役

〃〃

独
立
後
：
1918（

大
正
7）
年出
身
校

一
橋
（
明
27）

慶
應
義
塾
・
本
科
（
明
17） 、

東
京
帝
大
・
土
木
工
学（
明
24）

東
京
帝
大
・
土
木
工
学（
明
21）

慶
應
義
塾
・
理
財
（
明
29）

英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

東
京
帝
大
・
法
科
（
明
30）

慶
應
義
塾
（
明
治
12）

慶
應
義
塾
（
明
36）
中
退
か

名
前

大
倉
喜
八
郎

山
田
馬
次
郎

門
野
重
九
郎

大
倉

馬

玉
木
誠
次
郎

大
倉
喜
七
郎

伊
藤
琢
磨

高
島
小
金
治

清
水
雄
次
郎

役
職

取
締
役
会
長

常
務
取
締
役

取
締
役

〃〃〃

監
査
役

〃〃
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大
倉
組
は
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
後
の
好
景
気
の
な
か
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
は
株
式
会
社
大
倉
組
か
ら
鉱
山
部
門
を

分
離
し
て
大
倉
鉱
業
株
式
会
社
に
、
ま
た
土
木
部
門
を
分
離
し
て
大
倉
土
木
株
式
会
社
と
し
、
残
さ
れ
た
商
事
部
門
は
翌
一
八
年

に
大
倉
商
事
株
式
会
社
と
改
称
し
た
。
表
3
の
右
側
に
は
改
称
の
翌
年
の
大
倉
商
事
の
重
役
を
示
し
た
が
、
上
述
の
一
橋
卒
業
後

に
豊
橋
出
張
所
主
任
を
任
さ
れ
、
そ
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
鉄
道
用
品
等
の
買
付
け
で
活
躍
し
た
山
田
馬
（
30
）

次
郎
が
常
務
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
慶
應
義
塾
出
身
で
シ
ド
ニ
ー
支
店
を
任
さ
れ
た
玉
木
誠
次
郎
も
取
締
役
に
昇
進
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
大

倉
商
事
に
な
っ
て
か
ら
の
重
役
陣
で
は
、
慶
應
義
塾
出
身
者
が
や
や
優
勢
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
六
（
大

正
一
五
）
年
刊
行
の
『
現
代
紳
士
録
―
―
出
身
学
校
別
―
―
』
に
は
大
倉
商
事
の
社
員
が
五
一
名
出
て
く
る
が
、
そ
の
う
ち
慶
應

義
塾
が
二
〇
名
で
最
多
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
一
橋
の
九
名
、
早
稲
田
の
七
名
で
あ
る
か
ら
、
大
正
期
後
半
の
大
倉
組
、
大

倉
商
事
の
事
務
系
職
員
で
は
慶
應
閥
が
優
位
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
3
）
三
菱
合
資
会
社
営
業
部
・
三
菱
商
事

①
三
菱
の
売
炭
組
織
と
し
て
の
出
発

明
治
初
期
に
土
佐
出
身
の
岩
崎
弥
太
郎
が
土
佐
藩
の
海
運
事
業
を
継
承
し
て
成
立
し
た
三
菱
は
、
明
治
政
府
か
ら
の
保
護
を
受

け
、
明
治
一
〇
年
代
前
半
に
は
海
運
業
界
で
覇
を
唱
え
る
に
至
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
渋
沢
栄
一
や
益
田
孝
ら
が
反
発
し
、
一

八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
に
共
同
運
輸
会
社
が
設
け
ら
れ
た
。
三
菱
と
共
同
運
輸
間
の
競
争
は
熾
烈
を
極
め
、
つ
い
に
は
政
府
が

調
停
に
入
っ
て
両
社
合
併
と
な
り
、
八
五
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
日
本
郵
船
会
社
で
あ
る
。
弥
太
郎
は
そ
れ
ま
で
に
胃
が
ん
を
患

い
、
日
本
郵
船
成
立
の
直
前
に
は
他
界
し
て
い
た
が
、
弥
太
郎
亡
き
後
は
弥
太
郎
の
弟
弥
之
助
に
率
い
ら
れ
て
三
菱
は
い
っ
た
ん

海
運
業
か
ら
撤
退
し
、
鉱
山
業
や
造
船
業
に
転
換
し
て
い
き
、
そ
の
後
も
多
角
化
が
図
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
九
三
年
末
に
改
組

戦前期商社業界における学閥形成
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し
て
成
立
し
た
の
が
三
菱
合
資
会
社
で
あ
る
。
こ
の
合
資
会
社
は
銅
山
経
営
も
行
っ
た
が
、
中
心
は
高
島
、
鯰
田
、
新
入
な
ど
の

炭
鉱
経
営
で
あ
り
、
そ
こ
で
採
れ
た
石
炭
販
売
部
門
と
し
て
九
六
年
に
は
合
資
会
社
内
に
売
炭
部
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
は
九
九

年
に
は
営
業
部
と
改
称
さ
れ
、
三
菱
以
外
の
炭
鉱
の
石
炭
（
社
外
炭
）
も
扱
う
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
後
の
一
九
一
八
（
大
正

七
）
年
に
独
立
し
て
三
菱
商
事
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

三
菱
合
資
が
石
炭
の
輸
出
市
場
と
し
た
の
は
中
国
（
清
）
で
あ
（
31
）

っ
た
。
ま
ず
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
上
海
・
香
港
で
の

売
炭
を
日
本
郵
船
に
委
託
し
た
が
、
翌
九
四
年
に
は
上
海
在
留
の
英
商
ト
リ
ッ
プ
を
代
理
店
と
し
、
上
海
で
の
売
炭
を
委
託
し

た
。
九
六
年
に
は
ゼ
フ
リ
ー
ス
を
代
理
店
と
し
、
香
港
で
の
売
炭
を
任
せ
た
。
こ
れ
に
伴
い
日
本
郵
船
と
の
契
約
は
解
消
さ
れ

た
。
芝
罘
で
は
九
五
年
に
フ
ァ
ル
ガ
ー
ソ
ン
商
会
に
売
炭
を
委
託
し
た
が
、
販
売
不
振
の
た
め
九
七
年
に
送
炭
を
中
止
し
て
い

る
。
九
八
年
に
は
東
肥
洋
行
と
契
約
し
て
漢
口
で
の
売
炭
を
同
洋
行
に
委
託
し
た
。
東
肥
洋
行
は
日
清
貿
易
研
究
所
（
東
亜
同
文

書
院
の
前
身
）
に
学
ん
だ
八
名
の
熊
本
県
の
出
身
者
ら
が
設
け
た
商
社
で
、
熊
本
と
漢
口
に
拠
点
を
置
い
て
（
32
）

い
た
。
こ
の
よ
う
に

中
国
市
場
で
の
売
炭
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
現
地
に
進
出
し
て
い
た
西
洋
商
や
日
本
商
社
に
委
託
し
て
い
た
。

当
初
、
三
菱
は
筑
豊
炭
を
中
国
向
け
に
送
っ
て
い
た
が
、
日
本
へ
帰
る
船
舶
に
積
荷
が
な
く
無
駄
が
生
じ
て
い
た
。
だ
が
官
営

八
幡
製
鉄
所
が
中
国
大
冶
鉄
山
の
鉄
鉱
石
購
買
契
約
を
結
ん
だ
の
を
契
機
に
、
三
菱
は
一
九
〇
〇
年
に
官
営
八
幡
製
鉄
所
と
大
冶

の
鉄
鉱
石
を
輸
送
す
る
契
約
を
結
ん
だ
（
鉄
鉱
石
は
漢
口
を
積
出
地
と
し
た
）。
こ
れ
に
応
じ
て
一
九
〇
二
年
に
は
門
司
支
店
が

漢
口
に
出
張
所
を
開
設
し
て
い
る
。
〇
六
年
に
は
自
前
の
上
海
・
香
港
支
店
を
開
設
し
、
漢
口
も
本
社
直
轄
と
し
た
。
従
来
の
代

理
店
は
廃
し
、
代
理
店
に
流
出
し
て
い
た
利
潤
を
三
菱
が
自
ら
収
得
す
る
仕
組
み
に
変
更
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
〇
九
年
に
北
京
に

出
張
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
の
を
、
翌
一
〇
年
に
は
出
張
所
に
格
上
げ
し
て
い
る
。
北
京
出
張
所
開
設
の
目
的
は
、
三
菱
合
資
造

船
部
の
製
造
す
る
軍
艦
を
清
国
に
売
り
込
む
た
め
で
あ
っ
た
と
（
33
）

い
う
。
こ
の
よ
う
に
三
菱
の
海
外
業
務
は
当
初
代
理
店
方
式
で
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あ
っ
た
が
、
一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
自
前
の
店
舗
主
義
に
切
り
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
一
〇
年
に
は
社

外
品
雑
貨
取
引
に
も
参
入
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
翌
一
一
年
に
現
地
の
ボ
ル
ネ
オ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
を
代
理
店
と
し
、
主

に
社
炭
販
売
業
務
に
あ
た
ら
せ
た
が
、
一
七
（
大
正
六
）
年
に
な
っ
て
同
地
に
出
張
所
を
設
置
し
て
い
る
。

欧
米
市
場
と
の
取
引
も
早
く
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
少
量
で
し
か
も
当
初
は
ア
ジ
ア
市
場
同
様
に
代
理
店
委
託

方
式
が
と
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
や
や
タ
イ
ム
ラ
グ
を
置
い
て
日
本
に

好
景
気
が
到
来
す
る
な
か
、
三
菱
合
資
は
代
理
店
方
式
か
ら
自
前
の
店
舗
開
設
に
舵
を
切
り
、
一
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
支
店
、
一
六

年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
張
所
を
設
け
た
が
、
同
所
は
一
八
年
に
支
店
に
昇
格
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
両
支
店
は
こ
の
時
点
で
は
合
資
会
社
直
轄
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
独
立
後
の
三
菱
商
事
移
管
と
な
る
の
は
二
一
年
で
（
34
）

あ
る
。

②
商
社
部
門
の
人
材
形
成

三
菱
合
資
会
社
の
成
立
後
、
三
菱
で
は
統
括
本
部
た
る
合
資
会
社
で
社
員
を
採
用
し
、
そ
こ
か
ら
鉱
業
部
・
営
業
部
・
銀
行
部

な
ど
の
傘
下
部
署
に
人
材
を
送
り
込
む
人
事
体
制
を
と
っ
て
い
た
。
売
炭
部
設
置
時
か
ら
営
業
部
と
改
称
さ
れ
た
時
も
、
そ
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
主
任
、
部
長
の
職
に
は
瓜
（
35
）

生
震
が
就
い
て
い
た
。
瓜
生
震
は
越
前
出
身
で
、
幕
末
期
に
長
崎
に
遊
学
し
て
外
国
語

の
才
能
を
磨
き
、
坂
本
龍
馬
の
海
援
隊
で
外
国
人
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
異
色
の
経
歴
を
も
つ
。
維
新
後
は
明
治
政
府
の
工
部
省

鉄
道
寮
に
入
り
、
さ
ら
に
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
米
欧
に
派
遣
さ
れ
た
岩
倉
具
視
を
特
使
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
岩
倉
使
節
団

に
随
行
し
た
。
使
節
団
が
帰
国
し
た
後
も
瓜
生
は
三
年
間
海
外
に
留
ま
り
、
先
進
諸
国
の
鉄
道
事
業
を
調
査
し
た
。
帰
国
後
は
再

び
鉄
道
寮
で
勤
務
し
た
が
、
七
七
年
に
後
藤
象
二
郎
の
経
営
に
よ
る
高
島
炭
鉱
に
転
じ
、
売
炭
及
び
運
輸
主
任
と
な
っ
た
。
高
島

炭
鉱
は
そ
の
後
、
後
藤
の
手
を
離
れ
岩
崎
弥
太
郎
の
経
営
と
な
っ
た
が
、
瓜
生
は
こ
れ
に
伴
い
そ
の
ま
ま
三
菱
に
入
り
、
長
崎
支
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店
長
や
売
炭
部
主
任
、
営
業
部
長
を
務
め
た
。
瓜
生
は
慶

應
義
塾
や
帝
大
の
出
身
者
で
は
な
く
、
三
菱
で
の
学
閥
形

成
に
特
に
関
係
し
た
と
い
う
印
象
は
薄
い
。

瓜
生
が
営
業
部
長
に
就
い
て
い
た
頃
か
ら
三
菱
合
資
は

中
国
へ
の
石
炭
販
売
を
開
始
し
、
取
扱
品
も
石
炭
以
外
に

多
様
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
表
4
は
三
菱
合
資
の

海
外
展
開
初
期
の
在
中
国
諸
店
の
日
本
人
ト
ッ
プ
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
上
述
の
通
り
上
海
・
香
港
・
漢
口
で
の

石
炭
販
売
で
、
三
菱
は
自
前
の
店
舗
を
設
置
す
る
ま
で
は

外
商
や
内
商
を
代
理
店
と
し
て
い
た
が
、
自
前
の
店
を
構

え
る
前
で
も
三
菱
は
自
社
社
員
を
駐
在
さ
せ
て
い
た
。
自

前
の
店
舗
設
置
後
は
自
社
社
員
を
支
店
長
と
す
る
が
、
代

理
店
駐
在
の
社
員
と
自
前
の
店
舗
設
置
後
の
支
店
長
を
総

称
し
て
「
日
本
人
ト
ッ
プ
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い

る
。
表
4
で
網
掛
け
を
付
し
た
三
宅
川
百
太
郎
と
三
谷
一

二
は
一
橋
出
身
で
、
こ
の
二
人
以
外
は
す
べ
て
東
京
帝
大

（
法
科
）
の
出
身
で
あ
る
。
同
表
か
ら
は
、
合
資
会
社
の

初
期
の
中
国
展
開
時
に
は
、
東
京
帝
大
出
身
の
松
木
鼎
三

表 4 明治期三菱のアジア諸店の日本人トップ

北京（出張所）

三宅川百太郎

（資料）三菱社誌刊行会編『三菱社誌』第20巻、第21巻、第22巻（東京大学出版会、1980
年）により作成。

（注）網掛けを付した人物は一橋出身。何も付していない人物は東京帝大法科出身。
これらは両校の学校一覧に依拠した。

香港

田原 豊

松木鼎三郎

大石 広吉

渋谷米太郎

上海

堤 長述

田原 豊

松木鼎三郎

三谷 一二

三宅川百太郎（兼任）

漢口

松木鼎三郎

三宅川百太郎

年

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1910

1911

1912
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郎
が
漢
口→

香
港→

上
海
、
同
じ
く
東
京
帝
大
出
身
の
田
原
豊
が
香
港→

上
海
、
一
橋
出
身
の
三
宅
川
百
太
郎
が
漢
口→

北
京→

漢
口
・
上
海
（
両
店
兼
任
）
と
い
う
具
合
に
各
店
を
転
々
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
菱
商
事
独
立
後
の
役
員
の
多
く
は
、
明
治
後
期
の
中
国
市
場
展
開
時
の
海
外
支
店
長
経
験
者
が
就
任
し
て
い
く
こ
と
に

（
36
）

な
る
が
、
当
初
は
東
京
帝
大
出
身
者
が
こ
れ
ら
の
海
外
諸
店
の
ト
ッ
プ
を
任
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
一
橋
出
身
の
三
宅
川
百
太

郎
が
先
陣
を
切
る
形
で
食
い
込
み
を
図
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
よ
う
。
三
宅
川
百
太
郎
は
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
六
月

に
伊
予
（
愛
媛
県
）
今
治
に
生
ま
れ
た
人
物
で
、
九
二
年
に
一
橋
を
卒
業
し
て
い
る
。
一
年
志
願
兵
を
経
て
翌
年
に
三
菱
に
入

り
、
最
初
は
三
菱
銀
行
の
前
身
で
あ
る
第
百
十
九
銀
行
に
配
属
と
な
っ
た
。
彼
の
入
社
時
、
三
菱
で
は
一
橋
出
身
者
の
初
任
給
は

二
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
こ
れ
に
憤
慨
し
て
三
〇
円
を
要
求
し
、
初
任
給
を
二
五
円
に
引
き
上
げ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
逸
話
を

持
つ
。
銀
行
時
代
に
は
三
菱
合
資
支
配
人
の
荘
田
平
五
郎
に
か
わ
い
が
ら
れ
た
と
い
う
が
、
一
九
〇
一
年
に
は
三
菱
製
紙
の
前
身

高
砂
製
紙
所
の
副
支
配
人
に
転
じ
た
。
そ
の
後
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
三
菱
の
在
中
国
支
店
を
転
々
と
す
る
。

表
5
は
一
九
一
八
年
の
三
菱
商
事
独
立
時
の
同
社
役
員
と
幹
部
（
部
長
・
支
店
長
）
で
あ
る
。
表
4
に
名
の
あ
っ
た
大
石
広
吉

（
東
京
帝
大
出
身
）
が
常
務
、
一
橋
系
の
江
口
定
條
・
三
宅
川
百
太
郎
・
三
谷
一
二
が
取
締
役
に
就
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
役
員
層
で
こ
の
四
名
と
岩
崎
家
同
族
を
除
い
た
植
松
京
一
（
植
松
京
と
も
称
し
た
）・
串
田
万
蔵
・
青
木
菊
雄
の
三
名
は
、

い
ず
れ
も
三
菱
で
は
銀
行
部
門
を
歩
ん
で
き
た
人
々
で
（
37
）

あ
る
。
表
4
で
明
治
末
に
香
港
支
店
長
で
あ
っ
た
渋
谷
米
太
郎
（
東
京
帝

大
出
身
）
は
、
表
5
で
は
商
事
会
社
金
属
部
長
で
あ
る
が
、
翌
一
九
年
に
は
商
事
の
常
務
に
抜
擢
さ
れ
る
。
ま
た
三
宅
川
百
太
郎

は
二
二
年
に
三
菱
商
事
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
取
締
役
会
長
に
就
任
（
38
）

す
る
。
表
5
の
部
長
・
支
店
長
ク
ラ
ス
に
も
目
を
転
じ
る
と
、
東

京
帝
大
（
い
ず
れ
も
法
科
）
出
身
者
が
多
数
を
占
め
る
な
か
、
上
海
・
漢
口
の
両
店
は
一
橋
が
お
さ
え
る
等
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
も

帝
大
閥
に
一
橋
閥
が
食
い
込
み
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

戦前期商社業界における学閥形成
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表 5 三菱商事発足時の首脳陣（1918年）

出身校

帝大中退、英ケンブリッジ大

東京帝大（明31）

一橋（明20）

一橋（明25）

米国留学、米国で就業経験

一橋（明29）

米ペンシルバニア大

東京帝大（明25）

東京帝大（明25）

〈上記〉

東京帝大（明36）

商船学校（明35）

東京帝大（明38）

東京帝大（明39）

一橋（明25）

東京帝大（明40）

同志社普通学校（明27）

一橋（明34）

早稲田大・英語政治科（明37）

一橋（明32）

（資料）田中完三編『立業貿易録』（三菱商事、1958年）p.3。出身校は各校の学校一覧、卒業生
名簿類による。植松京一（京ともいう）の出身校（経歴）は渡辺慎治編『天才乎人才
乎』（東京堂、1908年）pp.291―293、串田万蔵の出身校は世界公論社編『進境の人物』
（世界公論社、1917年）p.137による。

（注）支店長の箇所にロンドン・ニューヨークがないのは、両店がこの時はまだ合資会社直轄
だったことによる。

名前

岩崎小弥太

大石 広吉

江口 定條

三宅川百太郎

植松 京一

三谷 一二

串田 万蔵

青木 菊雄

原田芳太郎

大石 広吉

渋谷米太郎

坂本 正治

加藤 恭平

佐藤梅太郎

近藤 千吉

田中丸勘吉

中野 忠彦

高口 庄司

永嶺 承受

市吉 徹夫

河手 捨二

職位

取締役会長

常務取締役（兼）

取締役

〃

〃

〃

監査役

〃

総務部長

石炭部長 事務取扱（兼）

金属部長

船舶部長

大阪支店長兼神戸支店長

若松支店長兼門司支店長

長崎支店長兼唐津支店長

小樽支店長

東京支店長

名古屋支店長

上海支店長

漢口支店長

香港支店長

役員

部長

支店長
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一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
三
菱
商
事
の
役
員
層
は
、
三
宅
川
は
取
締
役

会
長
の
ま
ま
ト
ッ
プ
の
位
置
に
あ
り
、
常
務
が
高
橋
練
逸
、
山
岸
慶
之
助
、
加

藤
恭
平
、
佐
藤
梅
太
郎
と
い
う
顔
ぶ
れ
で
（
39
）

あ
る
。
こ
れ
ら
四
名
は
い
ず
れ
も
表

5
の
役
員
の
箇
所
に
は
名
が
な
い
（
加
藤
は
表
5
で
は
大
阪
・
神
戸
の
支
店

長
）
が
、
高
橋
・
山
岸
は
一
橋
、
加
藤
・
佐
藤
が
東
京
帝
大
（
法
科
）
出
身
で

あ
る
。
同
年
刊
行
の
『
現
代
紳
士
録
―
―
出
身
学
校
別
―
―
』
に
は
三
菱
商
事

の
社
員
が
一
二
〇
名
出
て
く
る
が
（
表
6
）、
そ
の
出
身
校
で
多
い
と
こ
ろ
を

あ
げ
る
と
、
一
橋
が
二
九
名
、
東
京
帝
大
・
慶
應
義
塾
が
そ
れ
ぞ
れ
一
九
名
で

あ
り
、
そ
の
下
は
神
戸
高
商
が
八
名
で
あ
る
。
大
正
末
期
の
三
菱
商
事
で
は
、

東
京
帝
大
出
身
者
も
一
大
勢
力
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
一
橋
出
身
者
が
そ
れ
を

凌
駕
す
る
閥
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
同
じ
『
現
代
紳
士
録

―
―
出
身
学
校
別
―
―
』
に
は
三
菱
銀
行
の
社
員
が
一
〇
〇
名
載
っ
て
お
り
、

出
身
校
で
多
い
と
こ
ろ
は
慶
應
義
塾
二
七
名
、
東
京
帝
大
二
二
名
、
一
橋
一
六

名
で
あ
る
か
ら
、
三
菱
合
資
で
い
っ
た
ん
採
用
さ
れ
た
後
、
一
橋
出
身
者
は
商

事
会
社
に
配
属
に
な
る
可
能
性
が
他
校
出
身
者
よ
り
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
だ
ろ
う
。

表 6 三菱財閥分系会社社員の出身校（単位：人）

慶應義塾

19

27

7

6

（資料）日本秘密探偵社編『現代紳士録（出身学校別）』（日本秘密探偵社、1926年）。
（注）三菱造船で東京帝大に次ぐのは早稲田大11名（理工5、商4、専門部政経2）である。

東京帝大

19

22

38
（工29理3法6）

14
（工8理2法3他1）

一橋

29

16

6

4

掲載数

120

100

101

43

三菱商事

三菱銀行

三菱造船

三菱鉱業

戦前期商社業界における学閥形成
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（
4
）
日
本
綿
花

明
治
期
半
ば
の
日
本
の
綿
糸
紡
績
業
は
急
激
な
発
展
期
を
迎
え
る
が
、
そ
の
原
料
綿
花
と
し
て
外
国
産
へ
の
需
要
が
高
ま
っ

た
。
そ
れ
ま
で
に
す
で
に
綿
花
輸
入
あ
た
っ
て
い
た
日
本
の
商
社
と
し
て
は
、
三
井
物
産
と
内
外
綿
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
足
ら
ず
、
関
西
の
摂
津
・
平
野
・
尼
崎
・
天
満
の
四
紡
績
会
社
が
中
心
と
な
り
、
関
西
財
界
の
大
立
者
二
五
名
を
も
っ
て
一
八

九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
一
月
に
大
阪
で
設
け
ら
れ
た
の
が
日
本
綿
花
（
以
下
、
日
綿
）
で
あ
る
。
社
長
は
元
農
商
務
書
記
官

で
、
外
務
書
記
官
で
あ
っ
た
佐
野
常
樹
（
佐
野
常
民
の
養
子
）
で
あ
り
、
取
締
役
・
監
査
役
な
ど
の
役
員
に
は
竹
尾
治
右
衛
門

（
一
〇
代
目
）、
池
田
仁
左
衛
門
ら
名
だ
た
る
大
阪
商
人
が
就
い
た
。

同
社
の
社
史
『
日
綿
七
〇
年
史
』
巻
末
の
付
録
欄
に
は
「
役
員
異
動
一
覧
表
」
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
社
の

役
員
層
は
天
下
り
的
な
初
代
社
長
佐
野
常
樹
を
除
け
ば
、
当
初
上
述
の
大
阪
商
人
た
ち
が
就
い
て
い
た
。
彼
ら
は
概
し
て
江
戸
時

代
以
来
の
系
譜
を
有
す
る
商
人
た
ち
で
、
高
等
教
育
を
受
け
た
人
々
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
学
卒
社
員
と
し
て
非
常
な

勢
い
で
昇
進
を
重
ね
て
い
く
の
が
喜
多
又
蔵
で
あ
る
。

日
綿
は
開
業
以
来
、
ま
ず
外
国
綿
花
の
供
給
地
を
イ
ン
ド
と
中
国
（
清
）
な
ど
に
求
め
、
ボ
ン
ベ
イ
に
光
吉
元
次
郎
を
派
遣
し

て
駐
在
さ
せ
、
現
地
の
英
商
ガ
ダ
ム
商
会
と
の
連
絡
に
あ
た
ら
せ
、
上
海
に
は
山
下
和
助
を
派
遣
し
て
駐
在
さ
せ
綿
花
の
取
引
に

あ
た
ら
せ
た
（
両
地
と
も
支
店
は
設
置
し
て
い
な
い
）。
日
綿
は
次
な
る
外
国
綿
花
を
ア
メ
リ
カ
産
に
求
め
、
ボ
ン
ベ
イ
駐
在
員

の
光
吉
元
次
郎
を
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
七
月
に
渡
米
さ
せ
た
。
初
期
段
階
の
イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
で
の
商
権
開
拓
に
貢
献

し
た
光
吉
元
次
郎
は
、
慶
應
義
塾
を
一
八
九
一
年
に
卒
業
し
て
い
る
。
光
吉
が
日
綿
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
の
は
彼
が
佐
賀
出
身
で

あ
り
、
社
長
の
佐
野
常
樹
が
佐
賀
出
身
の
政
治
家
佐
野
常
民
の
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
肥
前
閥
と
の
関
係
が
影
響
し
て
い
た
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と
推
測
さ
（
40
）

れ
る
。
そ
し
て
光
吉
の
後
任
と
し
て
ボ
ン
ベ
イ
に
派
遣
さ
れ
た
の
が
、
喜
多
又
蔵
で
あ
っ
た
。

喜
多
は
大
阪
商
業
学
校
を
一
八
九
四
年
に
卒
業
し
た
人
物
で
、
ボ
ン
ベ
イ
で
は
ガ
ダ
ム
商
会
と
の
イ
ン
ド
綿
取
引
の
改
善
に
努

力
し
、
本
社
に
何
度
も
有
益
な
意
見
を
進
言
し
た
と
い
う
。
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
帰
国
し
た
後
は
外
国
課
に
配
属
と
な

り
、
翌
年
一
月
に
は
数
え
年
わ
ず
か
二
五
歳
で
、
当
時
支
配
人
代
理
の
要
職
で
あ
っ
た
上
席
掛
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、

日
綿
で
は
原
綿
輸
入
の
み
な
ら
ず
、
綿
糸
輸
出
を
模
索
し
始
め
て
お
り
、
喜
多
は
中
国
市
場
へ
の
展
開
を
役
員
層
に
進
言
し
た
。

そ
し
て
〇
三
年
に
日
綿
初
の
海
外
支
店
と
し
て
上
海
支
店
を
開
設
し
た
。
こ
の
時
、
支
店
長
に
就
い
た
の
は
大
阪
商
業
で
喜
多
の

二
年
後
輩
（
九
六
年
卒
）
の
小
笠
原
菊
次
郎
で
あ
（
41
）

っ
た
。
社
史
で
は
こ
の
時
期
以
後
ア
メ
リ
カ
で
の
商
権
開
拓
の
た
め
に
龍
田
森

吉
、
安
井
豊
太
郎
、
今
村
権
九
郎
、
中
村
利
三
郎
、
山
川
萬
吉
ら
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
龍
田
以
外
は
全
て

大
阪
商
業
学
校
の
出
身
で
あ
る
。

喜
多
又
蔵
は
一
九
一
〇
年
に
は
常
務
に
就
き
、
一
七
（
大
正
六
）
年
に
は
数
え
年
四
一
歳
で
社
長
に
上
り
詰
（
42
）

め
る
。
表
7
は
大

正
末
の
日
綿
の
重
役
陣
を
列
挙
し
た
も
の
だ
が
、
喜
多
を
筆
頭
に
見
事
に
大
阪
商
業
（
こ
の
時
点
で
は
大
阪
高
商
）
出
身
者
が
並

ん
で
い
る
。
一
九
二
六
年
刊
行
の
『
現
代
紳
士
録
（
出
身
学
校
別
）』
に
は
日
綿
社
員
五
五
名
が
載
っ
て
い
る
が
、
大
阪
高
商
出

身
者
が
実
に
二
五
名
を
占
め
、
山
口
高
商
六
名
、
一
橋
と
神
戸
高
商
が
そ
れ
ぞ
れ
五
名
で
あ
り
、
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
明
治
期

後
半
以
降
の
日
綿
で
は
大
阪
商
業
（
大
阪
高
商
）
閥
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
な
し
う
る
。
日
綿
自
体
が
先
述
の
通
り
、
大
阪
財

界
を
あ
げ
て
設
立
さ
れ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
学
卒
社
員
と
し
て
は
地
元
の
大
阪
商
業
学
校
か
ら
意
識
的
に
多
く
そ
の
卒
業
生

を
採
用
し
た
と
い
う
面
も
あ
ろ
う
が
、
学
閥
形
成
に
際
し
て
は
喜
多
又
蔵
が
入
社
後
、
重
役
層
か
ら
の
期
待
に
応
え
て
社
内
で
躍

進
を
遂
げ
て
い
く
な
か
で
、
要
職
に
大
阪
商
業
の
後
輩
を
指
名
し
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
5
）
古
河
商
事

大
正
期
の
大
戦
景
気
の
な
か
多
く
の
財
閥
の
営
業
部
門

が
独
立
し
て
商
社
と
な
り
、
さ
ら
に
総
合
化
路
線
を
と
っ

た
が
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
反
動
恐
慌
の
あ
お
り

を
受
け
て
破
綻
す
る
と
こ
ろ
が
続
出
す
る
。
そ
の
代
表
例

と
し
て
し
ば
し
ば
あ
げ
ら
れ
る
古
河
（
43
）

商
事
に
つ
い
て
み
て

お
こ
う
。

古
河
の
銅
山
事
業
を
起
こ
し
た
古
河
市
兵
衛
は
、
幕
末

か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
豪
商
三
井
に
比
肩
す
る
ほ
ど
の

勢
い
を
示
し
た
豪
商
小
野
組
に
勤
務
し
、
生
糸
取
引
な
ど

で
成
果
を
あ
げ
番
頭
格
に
ま
で
昇
進
し
て
い
た
。
一
八
七

四
（
明
治
七
）
年
に
小
野
組
が
破
綻
す
る
に
及
び
、
職
を

失
っ
た
市
兵
衛
は
鉱
山
経
営
に
着
眼
し
、
か
つ
て
小
野
組

が
経
営
し
て
い
た
越
後
の
草
倉
鉱
山
の
経
営
を
皮
切
り
に

諸
鉱
山
の
稼
行
に
次
々
と
関
与
す
る
。
そ
の
中
で
大
当
た

り
し
た
の
が
七
七
年
に
取
得
し
た
足
尾
銅
山
で
あ
っ
た
。

古
河
は
銀
山
や
炭
鉱
に
も
手
を
拡
げ
た
が
、
銅
山
が
中
心

表 7 日本綿花重役陣（大正末期）

出身校（卒年）

大阪高商（明27）

第一高等学校中退後、米国留学

大阪高商（明45）

大阪高商（明27）

大阪高商・甲種科（明41）

一橋（明37）

大阪高商（明38）

大阪高商（明37）

大阪高商（明28）

一橋（明33）

大阪高商（明32）

（資料）日本綿花第67期営業報告書（大正14年10月～15年3月）より抜粋。
出身校は各校の学校一覧による。山田穆については『人事興信録』第4版による。

氏名

喜多 又蔵
あつし

山田 穆

志方 貞三

大岡破挫魔

中村利三郎

楠本吉次郎

安井豊太郎

山川 萬吉

村上 貞造

南郷 三郎

竹尾治右衛門

中村錠太郎

職位

取締役社長

取締役副社長

取締役

同

同

同

同

同

同

監査役

同

同
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で
あ
っ
た
。
そ
し
て
古
河
で
は
こ
れ
ら
の
諸
事
業
の
統
括
本
部
と
し
て
東
京
丸
の
内
に
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
古
河
鉱
業

事
務
所
を
設
け
た
が
、
こ
の
時
は
ま
だ
古
河
家
の
個
人
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
年
、
古
河
市
兵
衛
は
七
二
年
の
生
涯
を
終
え

た
。
〇
五
年
に
は
会
社
組
織
に
改
め
古
河
鉱
業
会
社
と
し
た
が
、
こ
の
時
の
重
役
は
古
河
潤
吉
、
古
河
虎
之
助
、
木
村
長
七
、
原

敬
の
四
名
で
あ
っ
た
。

古
河
潤
吉
は
外
交
官
、
政
治
家
と
し
て
著
名
な
陸
奥
宗
光
の
次
男
で
あ
る
。
古
河
市
兵
衛
が
小
野
組
勤
務
時
に
す
で
に
高
級
官

吏
で
あ
っ
た
陸
奥
と
接
点
が
あ
り
、
市
兵
衛
に
惚
れ
込
ん
だ
陸
奥
が
次
男
を
古
河
家
に
養
子
に
出
し
、
市
兵
衛
は
こ
の
潤
吉
を
古

河
家
の
養
嗣
子
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
古
河
虎
之
助
は
市
兵
衛
の
実
子
で
あ
る
。
虎
之
助
は
市
兵
衛
が
晩
年
に
も
う
け
た

子
で
、
慶
應
義
塾
普
通
部
を
出
た
後
、
渡
米
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
学
ん
だ
。
慶
應
義
塾
時
代
に
は
福
沢
諭

吉
の
片
腕
小
幡
篤
次
郎
か
ら
も
薫
陶
を
受
け
た
と
い
う
が
、
慶
應
義
塾
へ
の
思
い
入
れ
は
強
か
っ
た
よ
う
で
、
大
正
後
期
に
は
そ

の
評
議
員
と
な
っ
て
（
44
）

い
る
。
木
村
長
七
は
小
野
組
に
勤
務
し
て
い
た
人
物
で
、
市
兵
衛
の
部
下
で
あ
っ
た
。
ま
た
原
敬
は
後
の
平

民
宰
相
で
知
ら
れ
る
が
、
彼
は
も
と
も
と
陸
奥
宗
光
の
秘
書
を
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で
、
古
河
鉱
業
の
重
役
陣
に
入
っ
た
と

（
45
）

い
う
。

古
河
家
に
入
っ
た
潤
吉
は
市
兵
衛
亡
き
後
、
古
河
家
の
二
代
目
と
し
て
事
業
を
率
い
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
矢
先
〇
五
年

末
に
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
三
代
目
に
は
市
兵
衛
の
実
子
虎
之
助
が
就
い
た
。
そ
し
て
こ
の
虎
之
助
が
ト
ッ
プ
の
時

期
、
一
九
一
一
年
に
古
河
鉱
業
は
組
織
改
変
さ
れ
古
河
合
名
会
社
と
改
称
し
た
。

表
8
の
左
側
は
、
こ
の
組
織
改
変
か
ら
し
ば
ら
く
た
っ
た
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の
古
河
合
名
の
部
課
長
ク
ラ
ス
を
含
ん
だ

首
脳
部
の
一
覧
で
あ
る
。
小
野
組
時
代
か
ら
古
河
市
兵
衛
の
部
下
で
、
市
兵
衛
が
独
立
し
た
後
も
彼
を
支
え
た
木
村
長
七
が
古
河

虎
之
助
に
次
ぐ
地
位
に
あ
り
、
ま
た
鉱
業
事
業
で
欠
か
せ
な
い
技
術
者
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
近
藤
陸
三
郎
も
木
村
に
次
ぐ
地
位
で
あ
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表
8
大
正
初
期
の
古
河
合
名
お
よ
び
独
立
時
古
河
商
事
の
首
脳
陣

古
河
商
事

出
身
校
（
卒
年
）

慶
應
義
塾
普
通
部
を
経
て
（
特
・
明
39）

米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
・
採
鉱
冶
金

慶
應
義
塾
・
法
律
（
明
41）

慶
應
義
塾
・
別
科
（
明
26）

早
稲
田
大
・
英
語
政
治
科
（
明
36）

慶
應
義
塾
・
特
（
明
32）

一
橋
（
明
38）

米
国
ジ
ョ
ン
ズ
ポ
プ
キ
ン
ス
大

早
稲
田
大
・
邦
語
法
律
科
（
明
18）

早
稲
田
大
・
文
科
（
明
28）

神
戸
高
商
（
明
42）

一
橋
（
明
41）

一
橋
（
明
39）

一
橋
（
明
39）

一
橋
（
明
39）

大
倉
商
業
・
本
科
（
明
38）

一
橋
（
明
31）

慶
應
義
塾
・
法
律
（
明
40）

東
亜
同
文
書
院
・
商
務
科
（
明
37）

東
亜
同
文
書
院
・
商
務
科
（
明
43）

東
亜
同
文
書
院
・
商
務
科
（
明
42）

慶
應
義
塾
・
理
財
（
明
44）

名
古
屋
商
業
（
明
38）

（
資
料
）
左
側
：
古
河
合
名
に
つ
い
て
は
興
業
通
信
社
編
『
銀
行
会
社
職
員
録
』
2
版
（
興
業
通
信
社
、
1913

年
）
pp.598 ―599、

右
側
：
古
河
商
事
に
つ
い
て
は
商
業
興
信
所

編
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
第
26
回
（
商
業
興
信
所
、
1918

年
）
上
編
pp.199 ―200、

出
身
校
は
各
校
学
校
一
覧
、
卒
業
生
名
簿
、『
人
事
興
信
録
』
第
4
版
に

よ
る
。
古
河
虎
之
助
の
学
歴
は
三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』（
実
業
之
世
界
社
、
1909

年
）
p.668、

中
川
末
吉
の
学
歴
は
一
部
、
松
下
伝
吉

『
人
的
事
業
大
系
』
第
8
巻
（
鉱
砿
業
篇
）（
中
外
産
業
調
査
会
、
1940

年
）
p.250

に
よ
る
。

（
注
）
左
側
の
上
海
支
店
支
店
長
は
資
料
で
は
「
神
崎
」
と
さ
れ
て
い
る
が
「
神
津
」
と
修
正
し
た
。

氏
名

古
河
虎
之
助

吉
村
萬
治
郎

井
上
定
次

荻
野
元
太
郎

井
上

公
二

菅
禮
之
助

山
口
喜
三
郎

昆
田
文
次
郎

石
井

政
吉

和
田

恒
助

小
原

清
次

鈴
木

元

松
葉
谷
良
太
郎

野
原
幸
太
郎

兼
本

興
継

湯
川

兼
吉

春
日
井
佐
吾
一

神
津
助
太
郎

島
田
菊
太
郎

西
田

善
蔵

荒
井

憲

浅
野

貞
一

職
位

社
長

専
務

常
務
兼
第
二
部
長

常
務
兼
第
一
部
長

取
締
役

同
（
大
阪
支
店
支
店
長
兼
）

同監
査
役

同第
一
部
金
物
部
長

（
外
国
課
長
兼
）

同
電
線
部
長

同
鉱
石
課
長

第
二
部
石
炭
課
長

（
門
司
支
店
支
店
長
兼
）

同
船
舶
課
長

同
雑
貨
課
長
心
得

同
運
輸
課
長

（
東
京
支
店
支
店
長
兼
）

経
理
課
長
兼
調
査
課
長

上
海
支
店
支
店
長

倫
敦
支
店
支
店
長

香
港
出
張
所
主
任

京
城
出
張
所
主
任

大
連
出
張
所
主
任

古
河
合
名
会
社

出
身
校
（
卒
年
）

〈
小
野
組
時
代
か
ら
古
河
市
兵
衛
の
部
下
〉

工
部
大
（
東
京
帝
大
） ・
鉱
山
（
明
13）

米
国
ミ
シ
ガ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
留
学

〈
上
記
〉

東
京
帝
大
・
工
科
（
明
28）

工
部
大
（
東
京
帝
大
） ・
鉱
山
（
明
13）

東
京
帝
大
・
工
科
（
明
33）

東
京
帝
大
・
工
科
（
明
32）

京
都
帝
大
・
工
科
（
明
34）

東
京
帝
大
・
工
科
（
明
35）

東
京
帝
大
・
理
科
地
質
（
明
33）

東
京
帝
大
・
工
科
（
明
38）

早
稲
田
、
米
国
イ
ェ
ー
ル
大
、

慶
應
義
塾
・
特
（
大
6）

慶
應
義
塾
・
理
財
（
明
36）
／

コ
ロ
ン
ビ
ア
、
イ
ェ
ー
ル
各
大
学

東
京
帝
大
・
法
科
（
明
38）

氏
名

古
河
虎
之
助

木
村

長
七

近
藤
陸
三
郎

岡
崎

邦
輔

近
藤
陸
三
郎

井
上

公
二

昆
田
文
二
郎

山
口
喜
三
郎

石
井

政
吉

蒲
生

庄
七

藤
林

徳
松

松
下

親
業

浅
野

幸
作

古
庄
鹿
之
助

高
橋

本
枝

山
田
復
之
助

福
地

信
世

長
谷
川
恭
平

佐
々
木
熊
四
郎

菅
禮
之
助

中
川

末
吉

湯
川

兼
吉

鈴
木
市
之
助

江
澤
六
三
郎

佐
々
木
敏
綱

神
津
助
太
郎

井
上

定
次

荻
野
元
太
郎

職
位

社
長

理
事
長

理
事

同鉱
務
部
長

営
業
部
長

庶
務
課
長

鉱
務
副
部
長

会
計
課
長

参
事

技
師

同同同同同同同鉱
務
部
常
務
係
長

営
業
部
販
売
係
長

営
業
部
電
線
課
長

営
業
部
調
度
係
長

会
計
課
計
算
係
長

会
計
課
出
納
係
長

庶
務
課
文
書
課
長

上
海
支
店
支
店
長

門
司
支
店
支
店
長

大
阪
支
店
支
店
長



る
。
そ
し
て
こ
の
近
藤
に
次
ぐ
の
が
営
業
部
長
の
井
上
公
二
で
あ
る
。
こ
の
営
業
部
が
後
に
独
立
し
て
古
河
商
事
と
な
る
も
の
で

あ
る
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
夜
の
こ
の
時
期
、
古
河
の
営
業
部
の
取
扱
高
は
三
菱
合
資
営
業
部
な
ど
と
肩
を
並
べ
る
水
準
に
達

し
て
（
46
）

い
た
。
そ
の
営
業
部
長
の
井
上
公
二
は
慶
應
義
塾
で
学
ん
だ
が
、
一
念
発
起
し
て
八
五
年
末
に
渡
米
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
大
学
で
経
済
や
商
業
に
つ
い
て
学
び
、
八
八
年
に
帰
国
し
、
渋
沢
栄
一
の
紹
介
を
受
け
て
古
河
に
入
っ
た
と
（
47
）

い
う
。
こ
の
井

上
の
学
歴
は
（
表
8
の
右
側
で
）「
慶
應
義
塾
・
特
（
明
治
三
二
年
）」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
特
」
と
は
「
特
選
」
を
意
味

す
る
。
慶
應
義
塾
で
は
塾
員
中
か
ら
推
薦
さ
れ
た
一
名
の
社
頭
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
も
の
を
特
選
と
し
て
（
48
）

い
た
が
、
井
上
公
二
は

渡
米
時
に
は
慶
應
義
塾
を
卒
業
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
古
河
で
の
働
き
ぶ
り
な
ど
も
評
価
さ
れ
、
一
八
九
八
（
明

治
三
一
）
年
に
特
選
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
慶
應
普
通
部
を
出
た
社
長
の
古
河
虎
之
助
も
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に
特
選

と
な
っ
て
い
る
し
、
表
8
の
下
方
に
載
っ
て
い
る
営
業
部
電
線
課
長
の
中
川
末
吉
も
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
特
選
と
な
っ
て

い
る
。
中
川
は
早
稲
田
大
の
前
身
東
京
専
門
学
校
を
出
た
後
、
渡
米
し
て
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
も
学
ん
で
お
り
、
お
そ
ら
く
慶
應
義

塾
に
は
在
籍
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
い
う
人
物
で
も
「
特
選
」
に
選
ば
れ
て
い
た
。
中
川
の
妻
は
古
河
虎
之
助
の
養

姉
と
の
こ
と
で
、
中
川
は
古
河
家
一
族
に
属
し
た
と
（
49
）

い
う
。
中
川
が
慶
應
義
塾
の
特
選
に
選
ば
れ
た
の
は
、
慶
應
へ
の
思
い
入
れ

が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
古
河
虎
之
助
が
慶
應
義
塾
社
頭
に
働
き
か
け
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て

古
河
合
名
の
技
術
者
は
、
上
述
の
理
事
近
藤
陸
三
郎
を
筆
頭
に
東
京
帝
大
工
科
出
身
者
が
並
ん
で
い
る
（
高
橋
本
枝
の
み
京
都
帝

大
）。
こ
の
近
藤
こ
そ
大
正
期
に
商
社
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
時
で
も
、「
眼
前
の
小
利
に
惑
わ
ず
、
飽
く
迄
も
鉱
業
一
本
主
義
で
邁

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
主
張
し
て
古
河
で
商
社
部
門
の
設
立
を
許
さ
な
か
っ
た
人
物
で
（
50
）

あ
る
。
だ
が
近
藤
が
一
七
年
一
一
月

に
急
死
す
る
や
、
古
河
で
は
一
気
に
商
社
独
立
に
舵
を
切
っ
た
。
そ
し
て
独
立
し
た
古
河
商
事
の
首
脳
部
を
示
し
た
も
の
が
表
8

の
右
側
で
あ
る
。
古
河
商
事
で
社
長
の
古
河
虎
之
助
に
次
ぐ
専
務
に
就
い
た
の
は
吉
村
萬
治
郎
で
あ
る
。
彼
の
妻
は
社
長
虎
之
助
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の
妹
で
あ
る
。
吉
村
は
慶
應
義
塾
の
法
科
を
一
九
〇
八
年
に
出
た
後
、
ド
イ
ツ
の
ハ
レ
大
学
と
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
学
ん
だ
が
、
古

河
合
名
時
代
も
副
社
長
で
代
表
社
員
で
あ
っ
た
り
、
古
河
石
炭
鉱
業
で
も
代
表
取
締
役
に
就
く
な
ど
、
古
河
財
閥
で
重
き
を
な

（
51
）

し
た
。
古
河
商
事
の
社
長
か
ら
監
査
役
ま
で
の
役
員
層
の
出
身
校
を
み
る
と
、
早
稲
田
大
出
身
が
三
人
い
る
も
の
の
社
長
古
河
虎

之
助
、
吉
村
萬
治
郎
、
井
上
定
次
、
井
上
公
二
な
ど
慶
應
義
塾
出
身
者
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
部
課
長
・
支
店
長
レ
ベ
ル
で
は

一
橋
が
や
や
多
い
が
、
こ
こ
で
も
慶
應
出
身
者
が
二
名
い
る
。
古
河
商
事
で
は
慶
應
義
塾
が
閥
を
形
成
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
や
は
り
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
古
河
財
閥
を
率
い
た
古
河
虎
之
助
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
上
述
の
古
河
家
親
族
の
中
川
末
吉
や
吉
村
萬
治
郎
が
古
河
財
閥
系
企
業
の
重
役
を
務
め
た
こ
と
は
、
大
倉
組
の

ケ
ー
ス
に
類
似
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二

三
井
物
産
に
お
け
る
慶
應
義
塾
卒
業
生

本
節
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
お
け
る
内
部
労
働
市
場
の
形
成
と
専
門
経
営
者
の
企
業
統
治
が
進
ん
だ
昭
和
初
期
に
か
け

て
、
三
井
物
産
内
で
慶
應
義
塾
卒
業
生
が
ど
の
よ
う
な
昇
進
を
た
ど
っ
た
の
か
を
他
の
学
閥
と
も
比
較
し
な
が
ら
検
証
し
て
い
き

た
い
。

日
本
に
お
け
る
学
卒
の
専
門
経
営
者
に
よ
る
企
業
統
治
に
つ
い
て
は
森
川
英
正
が
体
系
的
な
整
理
を
試
み
て
い
る
。
森
川
に
よ

れ
ば
、
専
門
経
営
者
の
職
歴
で
は
、
明
治
期
に
は
中
途
採
用
型
の
専
門
経
営
者
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
昭
和
初
期
に
な
る
と
内

部
昇
進
型
の
専
門
経
営
者
が
過
半
を
占
め
る
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
専
門
経
営
者
の
学
歴
で
は
、
帝
国
大
学
、
官
立
高

等
商
業
卒
に
次
い
で
、
私
立
「
大
学
」
と
り
わ
け
慶
應
義
塾
卒
業
生
の
比
重
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
（
52
）

し
た
。
そ
の
際
、
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明
治
初
期
か
ら
中
期
ま
で
の
時
期
と
、
明
治
後
期
か
ら
第
一
次
大
戦
期
の
時
期
を
明
確
に
区
分
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
重
要
な
意

味
を
持
つ
。
そ
れ
は
前
者
が
流
動
的
な
外
部
労
働
市
場
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
時
期
の
専
門
経
営
者
、
後
者
が
内
部
労
働
市
場
の

形
成
が
進
む
時
期
に
お
け
る
専
門
経
営
者
と
い
う
違
い
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
三
井
物
産
の
内
部

労
働
市
場
の
形
成
を
意
識
し
な
が
ら
そ
こ
に
お
け
る
慶
應
閥
の
地
位
を
考
え
て
い
き
（
53
）

た
い
。

（
1
）
明
治
中
期
ま
で
に
三
井
物
産
に
中
途
入
社
し
て
活
躍
し
た
代
表
的
な
慶
應
義
塾
卒
業
生

こ
の
時
期
に
三
井
物
産
出
身
者
で
活
躍
し
た
代
表
的
な
人
物
と
し
て
、
藤
原
銀
次
郎
、
磯
村
豊
太
郎
、
平
田
篤
次
郎
が
あ
げ
ら

れ
る
。
ま
ず
、
藤
原
銀
次
郎
と
磯
村
豊
太
郎
は
、
慶
應
義
塾
を
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
卒
業
し
て
お
り
、
平
田
篤
次
郎
は

一
八
九
三
年
に
卒
業
し
た
。
か
れ
ら
三
人
の
共
通
点
は
、
い
ず
れ
も
三
井
物
産
に
中
途
と
し
て
入
社
し
、
三
井
物
産
を
退
社
後
に

実
業
界
を
代
表
す
る
企
業
家
と
し
て
活
躍
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
慶
應
義
塾
大
学
工
学
部
の
前
身
と
な
る
藤
原
工
業
大
学
を
設
立
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
藤
原

銀
次
郎
は
、
松
江
日
報
か
ら
九
五
年
に
中
上
川
彦
次
郎
の
銀
行
改
革
に
伴
っ
て
三
井
銀
行
に
入
社
し
、
富
岡
製
糸
場
（
一
八
九
七

年
）、
王
子
製
紙
（
一
八
九
八
年
）
を
経
て
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
三
井
物
産
に
入
社
し
た
。
そ
の
後
、
上
海
支
店
次

長
、
同
支
店
長
、
木
材
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
、
再
び
王
子
製
紙
へ
転
出
し
て
、
製
紙
業
界
を
率
い

る
実
業
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

磯
村
豊
太
郎
は
、
卒
業
後
、
逓
信
省
で
勤
務
し
た
後
、
ま
も
な
く
辞
職
し
て
日
本
銀
行
に
転
じ
、
そ
の
後
益
田
孝
と
面
会
し
て

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
三
井
物
産
に
入
社
す
る
。
三
井
物
産
で
は
営
業
部
長
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
を
務
め
、
一
九
一
三

（
大
正
二
）
年
に
北
海
道
炭
礦
汽
船
専
務
取
締
役
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
社
長
に
就
任
し
た
。
こ
の
他
、
日
本
製
鋼
所
、
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夕
張
鉄
道
、
東
京
瓦
斯
な
ど
の
役
員
を
兼
任
し
、
日
本
工
業
俱
楽
部
四
代
目
総
裁
も
務
め
た
。

平
田
篤
次
郎
は
、
卒
業
後
に
北
海
道
炭

汽
船
に
入
社
後
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
三
井
工
業
部
芝
浦
製
作
所
に
入
社

し
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
三
井
物
産
に
入
社
し
、
木
材
部
長
か
ら
台
湾
支
店
長
、
大
阪
支
店
長
を
経
て
、
一
九
二
一

（
大
正
一
〇
）
年
に
三
井
物
産
取
締
役
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
取
締
役
を
経
て
、

一
九
三
〇
年
に
芝
浦
製
作
所
社
長
に
就
任
し
た
。
た
だ
し
、
三
人
の
中
で
最
も
若
い
平
田
は
、
入
社
後
長
く
三
井
物
産
で
勤
務

し
、
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
三
五
年
一
月
ま
で
取
締
役
の
地
位
に
あ
り
、
卒
業
年
も
後
述
す
る
市
川
純
一
と
近
い
こ
と
か
ら
中
途

入
社
な
が
ら
内
部
昇
進
し
た
人
物
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
2
）
明
治
後
期
に
三
井
物
産
に
新
卒
入
社
し
て
内
部
昇
進
し
た
慶
應
義
塾
生

藤
原
や
磯
村
と
異
な
り
、
明
治
中
後
期
以
降
に
入
社
し
そ
の
後
活
躍
す
る
世
代
は
新
卒
か
そ
れ
に
準
ず
る
形
で
入
社
し
、
長
く

三
井
物
産
内
で
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
昇
進
し
た
内
部
昇
進
型
の
人
材
で
あ
っ
た
点
で
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
市
川
純
一
は
卒
業
後
す
ぐ
に
三
井
物
産
に
入
社
し
て
長
く
勤
務
し
内
部
昇
進
し
た
人
物
で
、
平
田
篤
次
郎
と
な
ら

び
、
内
部
昇
進
型
の
端
緒
的
な
人
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
市
川
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
卒
業
後
、
翌
九
六
年
に

三
井
物
産
に
入
社
し
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
本
店
本
部
調
査
課
長
に
就
任
し
た
後
、
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
長
く
調
査
課

を
率
い
て
、
一
九
三
五
年
に
監
査
役
に
就
任
し
た
。
ち
な
み
に
市
川
の
監
査
役
就
任
は
平
田
の
取
締
役
退
任
の
時
期
と
重
な
る
。

同
じ
く
過
渡
期
的
な
人
物
に
桜
井
信
四
郎
が
い
る
。
桜
井
は
一
八
九
九
年
卒
業
と
、
平
田
よ
り
六
年
、
市
川
よ
り
四
年
遅
れ
て

卒
業
し
た
後
、
三
井
合
名
を
経
て
一
九
〇
三
年
に
三
井
物
産
に
入
社
し
た
。
桜
井
は
そ
の
後
上
海
支
店
長
や
、
青
島
支
店
長
を
歴

任
し
た
後
、
一
九
二
四
年
か
ら
三
四
年
ま
で
の
永
き
に
わ
た
っ
て
部
長
と
し
て
砂
糖
部
を
率
い
た
。
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そ
の
後
、
明
治
四
〇
年
代
に
な
る
と
本
格
的
に
新
卒
で
内
部
昇
進
す
る
慶
應
義
塾
生
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
く
。
以
下
、
具
体

的
に
稲
葉
三
郎
、
久
山
寅
一
郎
、
高
柳
武
男
の
三
名
の
事
例
を
見
て
み
た
い
。

稲
葉
三
郎
は
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
慶
應
義
塾
を
卒
業
後
、
同
年
に
三
井

物
産
に
入
社
し
た
。
一
九
一
八
年
時
点
で
稲
葉
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
店
の
輸
入
雑
貨
掛
の
主
任
（
月
給
一
〇
〇
円
）
を
務
め
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
一
九
二
〇
年
か
ら
は
大
阪
砂
糖
支
部
、
二
三
年
か
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
店
長
代
理
、
二
六
年
か
ら
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
長
代
理
、
二
八
年
か
ら
は
上
海
支
店
長
代
理
と
な
り
、
一
九
三
五
年
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
砂
糖
部
長
を
歴
任
し

た
。
稲
葉
の
砂
糖
部
長
就
任
は
、
慶
應
義
塾
の
卒
業
年
で
九
年
先
輩
の
桜
井
信
四
郎
の
後
任
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
井
物
産
の
月

給
制
度
は
、
支
店
長
・
部
長
ク
ラ
ス
で
は
三
〇
〇
円
に
達
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
た
が
、
稲
葉
の
退
職
直
前
の
一
九
三
九
年

の
月
給
は
三
九
五
円
と
高
位
に
あ
り
、
三
井
物
産
内
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
な
お
、
稲
葉
は
三
九
年
に

は
東
神
倉
庫
の
常
務
と
し
て
三
井
物
産
か
ら
転
出
し
た
。

稲
葉
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
久
山
寅
一
郎
は
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
生
ま
れ
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
慶
應
義
塾

を
卒
業
後
同
年
三
井
物
産
に
入
社
し
た
。
判
明
し
て
い
る
一
九
一
六
年
時
点
で
は
名
古
屋
支
店
石
炭
支
部
売
買
掛
で
月
給
六
〇
円

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
一
九
二
二
年
ま
で
名
古
屋
支
店
の
石
炭
支
部
で
勤
務
し
た
後
、
一
九
二
五
年
以
降
、
石
炭
部
の
い
く
つ

か
の
主
任
を
担
当
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
入
社
二
四
年
目
の
一
九
三
四
年
に
、
そ
れ
ま
で
の
石
炭
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
一
転
し
、
慶
應

義
塾
の
卒
業
年
で
一
五
年
先
輩
の
市
川
純
一
が
調
査
課
長
を
務
め
て
い
た
本
店
本
部
の
人
事
課
に
配
属
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
人
事

課
で
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、
一
九
三
六
年
に
は
人
事
課
次
長
、
三
八
年
に
は
人
事
課
長
、
三
九
年
に
は
人
事
課
が
人
事
部
に
昇
格
し

た
こ
と
を
受
け
て
人
事
部
長
と
な
り
（
一
九
四
〇
年
で
月
給
四
五
五
円
）、
一
九
四
〇
年
一
二
月
か
ら
三
井
物
産
取
締
役
、
一
九

四
一
年
一
二
月
か
ら
は
三
井
物
産
の
常
務
を
務
め
た
。
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高
柳
武
男
は
一
八
八
七
年
に
生
ま
れ
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
慶
應
義
塾
を
卒
業
後
、
同
年
三
井
物
産
に
入
社
し
、
判

明
し
て
い
る
一
九
一
六
年
の
時
点
で
、
ボ
ン
ベ
イ
綿
花
支
部
商
務
掛
員
（
月
給
五
五
円
）
か
ら
し
ば
ら
く
ボ
ン
ベ
イ
で
勤
務
し
た

後
、
一
九
二
二
年
に
大
連
支
店
の
雑
貨
掛
に
転
出
し
て
二
三
年
か
ら
主
任
と
な
り
、
二
八
年
に
は
ス
ラ
バ
ヤ
支
店
長
代
理
と
海
外

の
営
業
を
担
当
し
た
後
、
久
山
同
様
、
三
一
年
か
ら
市
川
が
調
査
課
長
を
務
め
て
い
た
本
店
本
部
の
業
務
課
に
配
属
さ
れ
、
三
五

年
に
用
度
係
長
、
四
一
年
に
調
度
課
長
（
月
給
三
六
三
円
）
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
①
内
部
昇
進
型
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
っ
た
平
田
が
一
九
二
一
年
か
ら
三
五
年
ま
で
取
締
役
を
務
め
た
後
、
三
五

年
か
ら
同
じ
く
パ
イ
オ
ニ
ア
世
代
の
市
川
が
監
査
役
に
就
任
し
た
こ
と
、
②
市
川
が
長
く
牽
引
し
た
調
査
課
と
同
じ
本
店
本
部
に

営
業
職
で
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
た
久
山
や
高
柳
が
転
出
し
た
こ
と
、
特
に
久
山
の
転
身
は
市
川
が
監
査
役
と
し
て
本
店
本
部
を

離
れ
る
直
前
の
転
身
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
平
田
、
市
川
と
並
ぶ
パ
イ
オ
ニ
ア
世
代
の
桜
井
の
砂
糖
部
長
の
後
任
に
稲
葉
が
就
任
し

た
こ
と
な
ど
は
、
資
料
的
な
裏
付
け
は
で
き
な
い
も
の
の
、
慶
應
閥
の
存
在
を
強
く
意
識
さ
せ
る
人
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

特
に
パ
イ
オ
ニ
ア
世
代
に
続
く
、
久
山
が
一
九
四
〇
年
代
に
な
っ
て
、
三
井
物
産
常
務
に
就
任
し
た
こ
と
は
、
慶
應
義
塾
出
身
者

が
役
員
ク
ラ
ス
を
輩
出
す
る
有
力
校
と
し
て
確
立
し
た
こ
と
を
印
象
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
慶
應
義
塾
出
身
者
の
評
価
は
、
当
初
か
ら
存
在
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
、
三
井
物
産
に
お

け
る
強
固
な
内
部
労
働
市
場
の
形
成
と
、
慶
應
義
塾
出
身
者
が
大
量
採
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
第
一
次
大
戦
期
の
動
向
か
ら

検
証
し
て
み
よ
う
。（

3
）
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
慶
應
義
塾
卒
業
生
の
大
量
採
用
と
そ
の
評
価

三
井
物
産
で
は
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
に
人
事
課
を
創
設
し
た
後
、
一
九
一
三
年
以
降
、
小
供
か
ら
の
登
用
な
ど
日
給
者
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の
職
員
採
用
シ
ス
テ
ム
を
全
廃
し
、
高
等
・
中
等
教
育
出
身
の
新
卒
者
（
月
給
者
）
に
一
本
化
し
た
採
用
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し

た
。
そ
の
後
同
社
で
は
、
第
一
次
大
戦
期
に
か
け
て
急
増
す
る
人
材
の
需
要
を
当
該
期
に
拡
充
さ
れ
た
中
等
・
高
等
教
育
機
関
か

ら
新
卒
で
調
達
す
る
と
い
う
強
固
な
内
部
労
働
市
場
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
と
な
（
54
）

っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
慶
應
義
塾

卒
業
生
も
三
井
物
産
で
大
量
採
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
明
治
末
に
か
け
て
同
社
の
主
要
な
人
材
供
給

源
で
あ
っ
た
東
京
高
商
（
商
大
）
と
慶
應
義
塾
卒
業
生
の
採
用
者
数
の
推
移
と
在
籍
者
の
平
均
在
職
期
間
の
推
移
を
示
し
た
図
1

か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
同
図
は
同
社
の
各
年
度
の
使
用
人
録
を
基
礎
に
作
成
し
た
た
め
、
一
九
一
六
年
以
前
の
数
値

は
、
一
六
年
時
点
の
在
籍
者
か
ら
入
社
年
を
整
理
し
た
も
の
で
、
一
六
年
以
前
に
入
社
し
た
も
の
の
、
退
職
し
た
人
員
の
数
値
が

除
か
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
よ
り
も
少
な
く
計
上
さ
れ
て
い
る
と
い
う
限
界
が
あ
る
。
た
だ
し
、
大
戦
期
以
降
の
入
社
者
の
動
向

を
見
る
に
は
有
効
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
前
提
に
東
京
高
商
（
商
大
）
と
慶
應
義
塾
卒
業
生
の
入
社
者
の
推
移
を
み
る
と
、
東
京
高
商
卒
業
生
は
、
一
九
一
九
年

ま
で
の
時
期
に
お
い
て
は
圧
倒
的
な
比
重
を
占
め
て
い
た
が
、
慶
應
義
塾
卒
業
生
も
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
急
増
し
、
一
九
年

に
は
両
校
か
ら
の
入
社
者
が
拮
抗
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
採
用
数
自
体
が
抑
制
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
年
度
に
よ
っ
て
は
東
京
商
大
よ
り
も
慶
應
義
塾
卒
業
生
の
方
が
多
い
年
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
慶
應
義
塾
卒
業
生
は
、
第

一
次
大
戦
期
に
同
社
の
主
要
な
人
材
供
給
源
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
で
は
、
東
京
高
商
出
身
者
と
慶
應
義
塾
出

身
者
の
社
内
で
の
評
価
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
み
よ
う
。
図
2
は
東
京
高
商
が
商
大
に
昇
格
す
る
前

の
一
九
一
八
年
に
三
井
物
産
に
入
社
し
た
東
京
高
商
と
慶
應
義
塾
出
身
者
で
、
一
〇
年
以
上
在
籍
し
た
人
物
の
月
給
の
推
移
を
見

た
も
の
で
あ
る
。
両
校
出
身
者
の
月
給
額
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
、
入
社
一
五
年
目
あ
た
り
か
ら
差
が
開
き
始
め
、
一
九
四

〇
年
代
に
な
る
と
、
東
京
高
商
出
身
者
の
な
か
に
役
員
ク
ラ
ス
と
な
る
三
〇
〇
円
を
超
え
る
人
員
が
登
場
す
る
一
方
で
、
慶
應
義
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塾
出
身
者
は
二
五
〇
円
台
に
集
中
し
て
お
り
、
両
校

出
身
者
の
評
価
に
お
い
て
か
な
り
大
き
な
開
き
が

あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

以
上
の
分
析
結
果
は
、
三
井
物
産
内
で
経
営
者
層

を
輩
出
す
る
慶
應
閥
と
呼
ば
れ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
存
在
に
つ
い
て
、
否
定
的
な
結
果
と
し
て
印
象

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
図
2
の
結

果
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
留
意
が
必
要
と
な
る
。
そ

れ
は
、
慶
應
義
塾
出
身
者
が
大
量
に
採
用
さ
れ
始
め

た
一
九
一
〇
年
代
後
半
の
時
期
に
は
、
東
京
高
商
と

慶
應
義
塾
の
間
に
初
任
給
で
大
き
な
開
き
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
両
校
出
身
者
の
初
任
給
の
推
移
を
示

し
た
表
9
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。
一
九
一
六
年
か
ら
二
七
年
ま
で
の
間
、
東
京
高
商
出
身
者
と
慶
應
義
塾
出
身
者
の
初
任
給
に

は
一
九
一
六
年
に
は
一
〇
円
、
一
九
一
八
年
以
降
は
五
円
か
ら
六
円
と
い
う
大
き
な
開
き
が
存
在
（
55
）

し
た
。
特
に
一
九
二
〇
年
代
初

頭
に
か
け
て
は
一
九
一
六
年
か
ら
一
旦
縮
少
し
か
け
た
初
任
給
格
差
は
む
し
ろ
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
格
差
の
存
在
は
、
慶
應
義
塾
卒
業
生
に
と
っ
て
、
三
井
物
産
へ
の
入
社
へ
の
意
欲
に
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
一
九
二
八
年
以
降
に
な
る
と
再
び
、
両
社
の
格
差
は
縮
小
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
解
消
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
本
節
（
2
）
で
説
明
し
た
よ
う
に
慶
應
義
塾
出
身
者
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
世
代
で
あ
る
平
田
、
市
川
、
桜
井
と
そ
れ
に

続
く
、
稲
葉
、
久
山
、
高
柳
ら
の
存
在
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
社
内
で
の
評
価
を
高
め
た

表 9 三井物産初任給の推移

両校の開き

10

5

5

6

6

5

5

5

5

3

2

0

0

（資料）三井物産「使用人録」各期より作成。

慶應義塾
初任給

25

30

35

44

44

45

45

45

45

47

71

73

73

東京高商
初任給

35

35

40

50

50

50

50

50

50

50

73

73

73

年次

1916

1918

1919

1920

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1931

1937
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こ
と
を
確
認
し
た
。
と
り
わ
け
、
久
山
は
一
九
三
四
年
に
ま
さ
に
新
卒
採
用
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
人
事
課
に
配
属
さ
れ
、
三

八
年
に
は
人
事
課
長
、
三
九
年
に
は
人
事
部
長
と
な
り
、
四
一
年
に
は
常
務
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
慶
應
義
塾
出
身
者

の
内
部
昇
進
者
に
お
け
る
評
価
が
、
三
井
物
産
に
お
け
る
慶
應
義
塾
出
身
者
の
入
社
時
の
評
価
（
新
卒
者
の
初
任
給
）
に
反
映
さ

れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
入
社
し
た
人
員
が
、
戦
時
か
ら
占
領
期
と
い
う
特
殊
な
時
期
を
挟
ん
で
、
戦
後
の
三
井

物
産
を
牽
引
す
る
稀
少
な
人
材
と
し
て
、
社
内
の
基
幹
社
員
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
考
慮
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
戦
後
新
生
三
井
物
産
で
中
核
社
員
と
な
っ
た
戦
前
世
代
（
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
三
〇
年
代
入
社
者
）
の
評
価

が
、
戦
後
総
合
商
社
に
お
け
る
慶
應
閥
の
評
価
に
直
結
し
て
い
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
み
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
商
社
五
社
の
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
、
主
と
し
て
役
員
の
状
況
を
み
た
第
一
節

で
は
、
あ
る
学
卒
社
員
が
社
内
で
活
躍
し
て
幹
部
層
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
場
合
、
そ
の
社
員
が
先
陣
を
切
り
、
い
わ
ば
切
り
込

み
隊
長
的
に
母
校
を
同
じ
く
す
る
後
輩
を
率
い
て
閥
を
形
成
し
た
ケ
ー
ス
が
往
々
に
し
て
み
ら
れ
た
こ
と
を
観
察
し
た
。
具
体
的

に
は
、
明
治
・
大
正
期
の
三
井
物
産
で
東
京
高
商
（
一
橋
）
閥
形
成
の
先
陣
を
切
っ
た
渡
辺
専
次
郎
と
そ
こ
に
大
阪
高
商
閥
形
成

を
試
み
た
安
川
雄
之
助
、
大
倉
組
お
よ
び
大
倉
商
事
で
慶
應
閥
形
成
の
先
陣
を
切
っ
た
高
島
小
金
治
、
三
菱
商
事
で
大
正
期
ま
で

に
帝
大
閥
に
食
い
込
ん
で
東
京
高
商
閥
形
成
の
先
陣
を
切
っ
た
三
宅
川
百
太
郎
、
日
本
綿
花
で
大
阪
高
商
閥
を
形
成
し
た
喜
多
又

蔵
ら
で
あ
る
。
慶
應
閥
が
や
や
優
勢
で
あ
っ
た
古
河
商
事
の
場
合
は
、
誰
か
が
先
陣
を
切
っ
た
と
い
う
よ
り
、
財
閥
当
主
の
古
河
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虎
之
助
が
慶
應
義
塾
出
身
者
を
、
場
合
に
よ
っ
て
は
古
河
家
親
族
に
加
え
る
と
い
う
形
で
す
く
い
上
げ
て
い
っ
た
と
い
う
感
が
強

い
。
ま
た
大
倉
商
事
の
場
合
は
、
高
島
小
金
治
の
み
な
ら
ず
、
慶
應
義
塾
と
東
京
帝
大
両
方
を
卒
業
し
た
門
野
重
九
郎
も
慶
應
閥

形
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
人
物
と
み
ら
れ
る
。

次
に
第
二
節
で
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
三
井
物
産
の
内
部
労
働
市
場
を
対
象
に
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
昇
進

の
実
態
に
つ
い
て
も
東
京
高
商
と
比
較
し
つ
つ
検
討
し
た
。
第
一
次
大
戦
期
に
か
け
て
新
卒
者
を
軸
と
す
る
強
固
な
内
部
労
働
市

場
が
形
成
さ
れ
る
な
か
で
、
慶
應
義
塾
出
身
者
は
主
要
な
採
用
校
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
当
初
、
慶
應
義
塾
は
東
京
高
商

と
の
間
で
初
任
給
格
差
が
存
在
し
た
が
、
明
治
末
に
か
け
て
入
社
し
た
慶
應
義
塾
出
身
者
の
内
部
労
働
市
場
に
お
け
る
評
価
の
高

ま
り
を
受
け
て
、
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
次
第
に
同
校
出
身
者
は
社
内
で
の
評
価
を
高
め
て
い
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
際
、
本
店

管
理
職
な
ど
同
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

注（
1
）
三
井
物
産
の
創
設
に
つ
い
て
は
、『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
（
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九
七
八
年
）
第
二
章
第

一
節
、
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
二
巻
（
三
井
文
庫
、
一
九
八
〇
年
）
第
四
章
を
参
照
。

（
2
）
三
井
組
国
産
方
か
ら
三
井
物
産
に
移
籍
し
た
人
員
に
つ
い
て
は
、
史
料
紹
介
「
三
井
物
産
会
社
�
日
記
�（
第
二
号
）」『
三
井
文
庫
論

叢
』
第
四
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
一
八
―
二
二
〇
頁
の
「
付
録
1
」、
ま
た
三
井
物
産
開
業
以
降
、
先
収
会
社
か
ら
入
っ
た
者
も
含
め

て
七
六
年
の
年
末
ま
で
に
同
社
で
採
用
さ
れ
た
人
員
に
つ
い
て
は
、
同
、
二
二
一
頁
の
「
付
録
2
」
参
照
。

（
3
）
横
山
錦
柵
編
『
東
京
商
人
録
』（
大
日
本
商
人
録
社
出
版
、
一
八
八
〇
年：
一
九
八
七
年
に
湖
北
社
よ
り
復
刻
版
）
一
一
―
一
三
頁
。

（
4
）
山
口
甫
吉
に
は
七
七
年
末
の
、
い
わ
ば
賞
与
的
な
「
社
員
分
賦
金
」
支
給
が
確
認
で
き
る
が
、
七
八
年
末
に
は
そ
の
支
給
が
確
認
で
き
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な
い
。
前
掲
、
史
料
紹
介
、
二
二
二
―
二
三
〇
頁
参
照
。

（
5
）
細
谷
新
治
『
商
業
教
育
の
曙
―
―
明
治
八
年
九
月
〜
明
治
二
〇
年
九
月
―
―
』
下
巻
（
如
水
会
、
一
九
九
一
年
）
付
録
、
四
八
一
頁
、

四
八
三
頁
。

（
6
）
同
前
、
付
録
、
四
八
三
―
四
八
四
頁
。

（
7
）
同
前
、
付
録
参
照
。

（
8
）
現
在
の
東
京
大
学
は
明
治
期
に
東
京
大
学
、
帝
国
大
学
、
東
京
帝
国
大
学
と
名
称
が
変
わ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
に

以
下
で
は
東
京
帝
大
と
表
記
す
る
。

（
9
）
三
井
文
庫
所
蔵
「
三
井
物
産
株
式
会
社
店
別
使
用
人
録
」（
物
産
五
〇
―
一
七
）。
各
人
の
出
身
校
は
学
校
一
覧
な
ど
に
よ
る
。

（
10
）
渡
辺
専
次
郎
に
つ
い
て
は
由
井
常
彦
「
明
治
期
三
井
物
産
の
経
営
者
（
上
）
木
村
正
幹
、
馬
越
恭
平
、
上
田
安
三
郎
、
渡
辺
専
次
郎

に
つ
い
て
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
四
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。
同
稿
で
は
二
八
六
頁
で
ロ
ン
ド
ン
支
店
支
配
人
と
な
る
笹
瀬
元
明

が
商
法
講
習
所
出
身
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

（
11
）
三
井
文
庫
所
蔵
「
三
井
物
産
株
式
会
社
職
員
録：

第
九
版
」（
物
産
五
一
―
七
）。

（
12
）
安
川
雄
之
助
に
つ
い
て
は
安
川
雄
之
助
『
三
井
物
産
筆
頭
常
務
安
川
雄
之
助
の
生
涯
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。

こ
の
本
は
安
川
自
身
の
手
に
よ
る
自
叙
伝
「
余
の
足
跡
」（
一
九
三
八
年
）
の
第
三
校
ゲ
ラ
を
ご
子
息
の
七
郎
氏
が
編
纂
・
発
行
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
13
）
三
井
文
庫
所
蔵
「
三
井
物
産
株
式
会
社
職
員
録：

第
二
一
版
」（
物
産
五
一
―
一
七
）
三
二
頁
。

（
14
）
日
本
秘
密
探
偵
社
編
『
現
代
紳
士
録
―
―
出
身
学
校
別
―
―
』（
日
本
秘
密
探
偵
社
、
一
九
二
六
年
）。

（
15
）
東
棉
四
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
東
棉
四
十
年
史
』（
東
洋
棉
花
株
式
会
社
、
一
九
六
〇
年
）
七
五
―
七
六
頁
。

（
16
）
大
倉
組
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
大
倉
財
閥
研
究
会
編
『
大
倉
財
閥
の
研
究
―
―
大
倉
と
大
陸
―
―
』（
近
藤
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）

が
詳
し
い
が
、
筆
者
の
一
人
も
か
つ
て
木
山
実
「
大
倉
組
商
会
と
三
井
物
産
の
比
較
考
察
―
―
明
治
期
を
中
心
に
―
―
」
関
西
学
院
大
学

戦前期商社業界における学閥形成
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商
学
研
究
会
『
商
学
論
究
』
第
五
六
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
を
認
め
た
こ
と
が
あ
る
。

（
17
）
前
掲
、
大
倉
財
閥
研
究
会
編
『
大
倉
財
閥
の
研
究
』
二
五
頁
。

（
18
）
安
岡
重
明
・
木
山
実
「〈
史
料
紹
介
〉
益
田
孝
�
備
忘
録
�（
写
本
）」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
〇
号
（
一
九
九
六
年
）。
二
九
八
―
二

九
九
頁
。

（
19
）
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
索
引
（
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年
）。

（
20
）
前
掲
、
細
谷
新
治
『
商
業
教
育
の
曙
』
下
巻
、
付
録
、
四
八
一
頁
、
四
八
六
頁
。

（
21
）
三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』（
実
業
之
世
界
社
、
一
九
〇
九
年
）
三
六
一
―
三
六
二
頁
。

（
22
）
商
業
興
信
所
編
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
明
治
二
七
年
（
商
業
興
信
所
、
一
八
九
四
年
）
一
四
二
―
一
四
三
頁
。
こ
の
史
料
の
巻

（
月
脱
）

頭
に
は
、「
本
録
ニ
掲
載
ス
ル
モ
ノ
ハ
明
治
廿
七
年
七
八
現
在
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）
史
料
で
は
「
山
崎
馬
次
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
山
田
の
誤
記
と
判
断
し
た
。

（
24
）
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
第
三
巻
（
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年
）
二
六
八
頁
に
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
一

〇
月
二
日
に
入
社
（
入
学
）
し
た
柴
田
虎
太
郎
の
名
が
あ
る
が
、
慶
應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
総
覧
』
明
治
四
一
年
（
慶
應
義
塾
、
一
九
〇

八
年
）
の
卒
業
生
欄
に
名
前
が
な
い
の
で
中
退
し
た
と
判
断
し
た
。

（
25
）
手
島
鍈
次
郎
の
他
界
に
つ
い
て
は
読
売
新
聞
で
九
七
年
三
月
四
日
か
ら
三
日
連
続
で
死
亡
広
告
と
社
葬
が
と
り
行
わ
れ
た
旨
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
高
島
小
金
治
が
九
七
年
に
副
頭
取
に
昇
格
し
た
と
い
う
の
は
前
掲
、
三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列

伝
』
三
六
二
頁
、
ま
た
高
島
が
慶
應
義
塾
評
議
員
に
就
い
て
い
た
こ
と
は
前
掲
、『
慶
應
義
塾
総
覧
』（
一
九
〇
八
年
）
一
五
一
頁
に
よ

る
。

（
26
）
世
界
公
論
社
編
『
進
境
の
人
物
』（
世
界
公
論
社
、
一
九
一
七
年
）
一
七
六
―
一
七
九
頁
。

（
27
）
渡
辺
慎
治
編
『
天
才
乎
人
才
乎
―
―
現
代
実
業
家
月
旦
―
―
』（
東
京
堂
、
一
九
〇
八
年
）
一
四
―
一
八
頁
。
前
掲
、
三
田
商
業
研
究

会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
二
六
三
―
二
六
四
頁
。
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（
28
）
前
掲
、
世
界
公
論
社
編
『
進
境
の
人
物
』
二
四
八
―
二
五
二
頁
。

（
29
）
門
野
重
九
郎
は
一
九
一
五
年
以
降
、
慶
應
義
塾
の
評
議
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
慶
應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
総
覧
』
大
正
四
年
（
慶
應
義

塾
、
一
九
一
五
年
）
一
四
九
頁
な
ど
で
確
認
で
き
る
。

（
30
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
で
の
山
田
馬
次
郎
に
つ
い
て
は
、
中
村
尚
史
『
海
を
わ
た
る
機
関
車
―
―
近
代
日
本
の
鉄
道
発
展
と
グ
ロ
ー
バ
ル

化
―
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
第
三
章
に
詳
し
い
。

（
31
）
三
菱
の
中
国
で
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
畠
山
秀
樹
『
三
菱
合
資
会
社
の
東
ア
ジ
ア
海
外
支
店
―
―
漢
口
・
上
海
・
香
港
―
―
』（
追
手

門
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
第
一
章
参
照
。

（
32
）
野
口
宗
親
「
明
治
期
熊
本
に
お
け
る
中
国
語
教
育
（
二
）」『
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
科
学
）』
第
五
一
巻
（
二
〇
〇
二
年
）

六
九
―
七
〇
頁
。

（
33
）
前
掲
、
畠
山
秀
樹
『
三
菱
合
資
会
社
の
東
ア
ジ
ア
海
外
支
店
』
六
三
―
六
四
頁
。

（
34
）
長
沢
康
昭
『
三
菱
商
事
成
立
史
の
研
究
―
―
総
合
商
社
の
誕
生
―
―
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
〇
年
）
第
三
章
。

（
35
）
瓜
生
震
に
つ
い
て
は
、
実
業
之
世
界
社
編
輯
局
編
『
財
界
物
故
傑
物
伝
』
上
巻
（
実
業
之
世
界
社
、
一
九
三
六
年
）
二
一
一
―
二
一
三

頁
参
照
。

（
36
）
前
掲
、
畠
山
秀
樹
『
三
菱
合
資
会
社
の
東
ア
ジ
ア
海
外
支
店
』
一
六
四
頁
。

（
37
）
植
松
に
つ
い
て
は
前
掲
、
渡
辺
慎
治
編
『
天
才
乎
人
才
乎
』
二
九
一
―
二
九
三
頁
、
串
田
と
青
木
に
つ
い
て
は
前
掲
、
世
界
公
論
社
編

『
進
境
の
人
物
』
一
三
八
―
一
三
九
頁
、
二
三
九
―
二
四
二
頁
に
よ
る
。

（
38
）
三
宅
川
百
太
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
日
本
教
育
資
料
刊
行
会
編
『
新
東
亜
建
設
を
誘
導
す
る
人
々
』（
同
会
、
一
九
三
九
年
）
八
九

三
―
九
〇
一
頁
や
『
東
京
高
等
商
業
学
校
一
覧
』（
各
年
版
）
に
よ
る
。

（
39
）
三
菱
史
料
館
所
蔵
史
料
『
三
菱
合
資
会
社
分
系
会
社
名
簿
』
大
正
一
五
年
九
月
三
〇
日
現
在
（
請
求
記
号：

Ｍ
Ａ
―
三
二
四
〇
）
八
六

頁
。
東
京
興
信
所
編
『
銀
行
会
社
要
録
』
三
〇
版
（
東
京
興
信
所
、
一
九
二
六
年
）
二
一
一
頁
に
は
、
こ
れ
ら
四
名
の
常
務
以
外
に
取
締
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役
―
―
岩
崎
小
弥
太
・
木
村
久
寿
弥
太
・
川
井
源
八
、
監
査
役
―
―
串
田
万
蔵
と
青
木
菊
雄
の
名
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
木
村
は
東
京
帝

大
、
川
井
は
一
橋
の
出
身
で
あ
る
。

（
40
）
多
久
島
澄
子
『
日
本
電
信
の
祖
石
丸
安
世
―
―
慶
応
元
年
密
航
留
学
し
た
佐
賀
藩
士
―
―
』（
慧
文
社
、
二
〇
一
三
年
）
四
五
五
―
四

六
二
頁
。

（
41
）
日
綿
実
業
株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
日
綿
七
〇
年
史
』（
同
社
、
一
九
六
二
年
）
年
表
の
四
九
二
頁
参
照
。
小
笠
原
の
卒
業
年

な
ど
は
大
阪
高
商
一
覧
に
よ
る
。

（
42
）
こ
こ
ま
で
の
日
綿
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
前
掲
、
日
綿
実
業
『
日
綿
七
〇
年
史
』
四
―
四
一
頁
、
四
六
七
―
四
七
四
頁
に
よ
る
。

（
43
）
大
森
一
宏
・
大
島
久
幸
・
木
山
実
編
『
総
合
商
社
の
歴
史
』（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）
第
四
章
参
照
。

（
44
）
古
河
虎
之
助
が
慶
應
の
評
議
員
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
慶
應
義
塾
編
『
慶
應
義
塾
総
覧
』
大
正
一
一
年
（
慶
應
義
塾
、
一
九
二
二
年
）

一
九
七
頁
で
確
認
で
き
る
。

（
45
）
古
河
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
松
下
伝
吉
『
人
的
事
業
大
系
（
鉱
砿
業
篇
）』
第
八
巻
（
中
外
産
業
調
査
会
、
一
九
四
〇
年
）
二
四
〇
―

二
五
〇
頁
。

（
46
）
武
田
晴
人
「
古
河
商
事
と
�
大
連
事
件
�」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
二
巻
第
二
号
。（
同
所
、
一
九
八

〇
年
）
八
頁
。

（
47
）
前
掲
、
三
田
商
業
研
究
会
編
『
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
伝
』
二
三
―
二
四
頁
。

（
48
）
前
掲
、『
慶
應
義
塾
総
覧
』（
一
九
〇
八
年
）
一
四
頁
、
慶
應
義
塾
規
約
・
第
二
三
―
二
五
条
参
照
。

（
49
）
中
川
末
吉
は
後
に
古
河
電
工
に
社
長
に
な
っ
た
他
、
古
河
系
企
業
の
重
役
に
就
任
す
る
。
前
掲
、
松
下
伝
吉
『
人
的
事
業
大
系
』
第
八

巻
、
二
五
〇
頁
。

（
50
）
前
掲
、
武
田
晴
人
「
古
河
商
事
と
�
大
連
事
件
�」
一
〇
―
一
一
頁
。

（
51
）
前
掲
、
松
下
伝
吉
『
人
的
事
業
大
系
』
第
八
巻
、
二
五
〇
頁
。
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（
52
）
森
川
英
正
『
日
本
経
営
史
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
）
お
よ
び
森
川
英
正
編
『
経
営
者
企
業
の
時
代
』（
有
斐
閣
、
一
九
九

一
年
）。

（
53
）
な
お
、
本
章
で
は
三
井
物
産
の
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
、
各
期
の
『
使
用
人
録
（
特
別
職
員
録
）』
を
使
用
す
る
。
同
史
料
に
つ

い
て
は
、
若
林
幸
男
編
著
『
学
歴
と
格
差
の
経
営
史
―
―
新
し
い
歴
史
像
を
求
め
て
―
―
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
二

五
〜
一
二
六
ペ
ー
ジ
注
一
を
参
照
の
こ
と
。

（
54
）
若
林
幸
男
『
三
井
物
産
人
事
政
策
史
一
八
七
六
〜
一
九
三
一
年
―
―
情
報
交
通
教
育
イ
ン
フ
ラ
と
職
員
組
織
―
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
〇
七
年
）
一
四
四
―
一
五
八
頁
。

（
55
）
三
菱
商
事
の
場
合
に
も
第
一
次
大
戦
期
（
一
九
一
七
〜
一
九
年
）
の
時
期
に
、
東
京
高
商
出
身
者
（
三
六
円
）
と
慶
應
義
塾
出
身
者

（
三
二
円
）
の
間
に
は
初
任
給
で
四
円
の
開
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
（
中
林
真
幸
・
大
島
久
幸
「
三
菱
商
事
に
お
け
る
学
歴
と

昇
進
」『
三
菱
史
料
館
論
集
』
第
二
二
号
、
二
〇
二
一
年
を
参
照
）。

戦前期商社業界における学閥形成
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